
一
　
軍
事
独
裁
政
権
の
成
立

　
一
七
九
三
年
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
（
革
命
独
裁
）
に
突
入
す

る
こ
の
年
の
六
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
トN
apoléon

Bonaparte

 
                 
（
一

七
六
九
～
一
八
二
一
）
と
そ
の
家
族
は
、
地
中
海
に
浮
か
ぶ
コ
ル
シ
カ
島
か
ら
マ

ル
セ
イ
ユ
へ
と
逃
れ
て
き
た
。
約
二
四
年
前
の
一
七
六
九
年
八
月
一
五
日
、
コ
ル

シ
カ
島
の
小
貴
族
カ
ル
ロ
・
ボ
ナ
パ
ル
トCarlo

M
aria

diBuonaparte

 
      
                  
（
シ
ャ

ル
ル
・
ボ
ナ
パ
ル
トCharles

M
arie

de
Bonaparte

 
        
                 
、
一
七
四
六
～
八
五
）
と

そ
の
妻
レ
テ
ィ
ツ
ァM

aria
Letizia

Bonaparte

 
                      
（
一
七
五
〇
～
一
八
三
六
）

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
九
歳
で
親
元
を
離
れ
て
ブ
リ
エ
ン
ヌ

王
立
幼
年
兵
学
校
に
入
学
し
、
パ
リ
の
士
官
学
校
を
経
て
砲
兵
連
隊
の
中
尉
と

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
コ
ル
シ
カ
独
立
運
動
（
コ
ル
シ
カ
革
命
）
の
指
導
者
パ

ス
カ
ル
・
パ
オ
リPascalPaoli

 
           
と
対
立
し
て
パ
オ
リ
派
島
民
の
襲
撃
を
受
け
、

這
々
の
体
で
逃
げ
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
か
ら
彼
は
、
そ
れ

ま
で
の
コ
ル
シ
カ
島
独
立
を
最
優
先
す
る
地
方
主
義
（
レ
ジ
ョ
ナ
リ
ス
ム

regionalism
e

           
 
）
と
は
決
別
し
、
中
央
集
権
主
義
（
サ
ン
ト
ラ
リ
ス
ム

centoralism
e

           
 
）
へ
と
舵
を
切
っ
た
。

　
そ
の
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
タ
リ
ア
方
面
軍
は
墺
＝
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
連
合
軍

と
戦
闘
中
だ
っ
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
兵
器
輸
送
の
任
務
に
就
き
、
ほ
ど
な
く
し

て
軍
隊
内
で
頭
角
を
現
す
こ
と
に
成
功
す
る
。
そ
れ
は
、
七
月
末
に
執
筆
し
山
岳

派
の
有
力
者
に
贈
っ
た
小
冊
子
『
ボ
ケ
ー
ル
の
夜
食
』
に
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ロ

ベ
ス
ピ
エ
ー
ルM

axim
ilien

François
M
arie

Isidore
de

 
    
                
               

Robespierre

            
の

弟
で
国
民
公
会
議
員
だ
っ
た
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ルAugustin

 
        

Bon
Joseph

de
Robespierre

                         
が
注
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。
同
年
六
月
二
日
、

パ
リ
の
民
衆
約
八
万
人
が
蜂
起
し
て
国
民
公
会
を
包
囲
し
た
と
き
、
山
岳
派
は
ジ

ロ
ン
ド
派
幹
部
二
九
名
と
大
臣
二
名
を
逮
捕
し
、
自
宅
監
禁
に
処
し
た
。
し
か

し
、
ジ
ロ
ン
ド
派
幹
部
の
多
く
は
パ
リ
を
抜
け
出
し
て
リ
ヨ
ン
や
ボ
ル
ド
ー
、
マ

ル
セ
イ
ユ
、
ト
ゥ
ー
ロ
ン
な
ど
に
逃
れ
、
パ
リ
＝
山
岳
派
に
対
す
る
抵
抗
組
織
を

結
成
し
た
。
地
中
海
の
海
港
都
市
ト
ゥ
ー
ロ
ン
で
も
六
月
以
来
、
ジ
ロ
ン
ド
派
・

王
党
派
連
合
勢
力
に
よ
る
支
配
が
始
ま
り
、
八
月
二
六
日
に
は
彼
ら
の
手
引
き
で

イ
ギ
リ
ス
＝
ス
ペ
イ
ン
連
合
艦
隊
が
入
港
し
、
王
党
派
に
よ
る
「
ル
イ
一
七
世
万

歳
」
宣
言
が
行
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
オ
ー

ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
砲
兵
隊
指
揮
官
と
し
て

ト
ゥ
ー
ロ
ン
へ
派
遣
し
、
少
佐
に
昇
進
さ
せ
て
事
態
打
開
を
図
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ

ン
を
中
心
と
す
る
仏
軍
は
、
一
二
月
一
七
日
夜
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
軍

が
陣
取
る
エ
ギ
ュ
エ
ッ
ト
岬
を
攻
撃
し
、
形
勢
不
利
を
悟
っ
た
英
＝
西
連
合
艦
隊

一

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
国
民
意
識
の
覚
醒
に
つ
い
て
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は
港
か
ら
逃
げ
出
し
た
。
こ
う
し
て
仏
軍
は
一
九
日
に
は
ト
ゥ
ー
ロ
ン
を
回
復

し
、
ジ
ロ
ン
ド
派
や
王
党
派
を
公
開
処
刑
に
処
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ト
ゥ
ー
ロ

ン
砲
撃
戦
で
の
活
躍
で
三
階
級
特
進
の
准
将
（
旅
団
長
）
と
な
り
、
翌
九
四
年
二

月
に
は
イ
タ
リ
ア
方
面
軍
砲
兵
隊
司
令
官
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
山
岳
派
に
よ
る
革
命
政
府
の
内
部
で
は
、
最
高
価
格
法
に
よ
る
物

価
統
制
の
是
非
な
ど
多
く
の
施
策
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
論
争
が
起
こ
り
、
混
迷
の

度
を
深
め
て
い
た
。
山
岳
派
を
含
む
す
べ
て
の
国
民
公
会
議
員
、
そ
し
て
そ
の
背

後
に
い
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
や
農
民
層
は
〈
自
由
経
済
〉
の
死
守
を
掲
げ
て
い
た
が
、

都
市
の
民
衆
は
生
活
必
需
品
全
て
の
最
高
価
格
を
定
め
る
〈
統
制
経
済
〉
を
要
求

し
た
。
そ
の
時
、
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
革
命
政

府
は
、
ト
ゥ
ー
ロ
ン
砲
撃
が
開
始
さ
れ
た
一
七
日
に
「
反
革
命
容
疑
者
法
」
を
決

議
し
、
二
九
日
に
は
穀
物
・
穀
粉
に
限
定
さ
れ
て
い
た
「
最
高
価
格
法
」（
五
月

四
日
）
を
日
用
必
需
品
す
べ
て
に
拡
大
し
、
同
時
に
一
七
九
〇
年
の
生
活
必
需
品

と
賃
金
を
基
準
と
し
て
そ
れ
よ
り
三
分
の
一
と
二
分
の
一
高
い
値
に
最
高
価
格
と

最
高
賃
金
を
設
定
す
る
「
総
最
高
価
格
法
」
に
発
展
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
ベ

ス
ピ
エ
ー
ル
派
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
農
民
・
民
衆
の
全
て
を
敵
に
回
す
こ
と
に
な
り
、

自
ら
の
施
策
に
反
対
す
る
人
々
を
反
革
命
派
と
し
て
次
々
に
粛
清
・
処
刑
を
繰
り

返
し
た
。
極
点
に
達
し
た
恐
怖
政
治
は
全
国
各
地
に
拡
散
し
、
反
革
命
容
疑
者
と

し
て
収
監
さ
れ
た
者
は
約
五
〇
万
人
と
言
わ
れ
、
革
命
裁
判
所
で
死
刑
判
決
を
受

け
た
の
は
一
万
六
五
九
四
人
、
死
者
総
数
は
約
三
・
五
～
四
万
人
に
達
し
た
。

　
そ
の
間
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
か
ら
フ
ラ
ン

ソ
ワ
・
ア
ン
リ
オFrançois

H
anriot

 
         
      
に
代
わ
っ
て
パ
リ
市
国
民
衛
兵
隊
司
令
官

に
就
任
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
が
、
革
命
独
裁
の
動
向
を
慎
重
に
見
極
め
よ
う
と

し
て
鄭
重
に
断
っ
て
い
る
。
翌
九
四
年
七
月
二
七
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
危
惧
し
た

よ
う
に
反
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
派
に
よ
る
「
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
反
動
」
が
起
こ
り
、

二
八
日
以
降
に
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
兄
弟
や
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ア
ン
リ
オ
ら
の
処
刑

が
続
い
た
。
こ
う
し
て
辛
う
じ
て
断
頭
台
を
免
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
は
あ
っ
た

が
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
の
庇
護
を
受
け
て
い
た
と
い
う
経
歴

が
仇
と
な
り
、
八
月
九
日
、
ニ
ー
ス
で
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
〇
日
後
に
は
釈

放
さ
れ
た
も
の
の
、
さ
ら
に
一
カ
月
間
の
禁
足
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
軍
務
へ
の
復
帰
を
申
し
出
た
が
、
提
示
さ
れ
た
の

は
反
乱
が
続
く
ヴ
ァ
ン
デ
ー
地
方
の
、
そ
れ
も
歩
兵
旅
団
長
で
あ
っ
た
。
こ
の
ポ

ス
ト
を
拒
否
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
約
一
年
間
の
予
備
役
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ

た
。
翌
年
八
月
に
は
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
パ
リ
の
戦
争
省
測
地
局
に
職
を
得
た

が
、
不
遇
の
彼
に
手
を
差
し
伸
べ
た
の
が
総
裁
ポ
ー
ル
・
バ
ラ
スPaulBarras

 
          
で

あ
っ
た
。

　
そ
の
当
時
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
熱
月
派
（
テ
ル
ミ
ド
ー
リ
ア
ン
）
が
総
最
高

価
格
法
の
廃
止
（
一
七
九
四
年
一
二
月
二
四
日
）、
聖
職
者
民
事
基
本
法
の
撤
廃

（
一
七
九
五
年
二
月
二
一
日
）な
ど
行
き
過
ぎ
た
改
革
の
抑
制
に
躍
起
と
な
っ
て
お

り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
秩
序
の
確
立
を
目
指
し
て
「
一
七
九
五
年
憲
法
」（
共
和
暦

第
三
年
憲
法
）
の
制
定
を
急
い
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
仏
軍
に
よ
る
墺
領
ベ
ル

ギ
ー
の
占
領
に
反
対
し
た
王
党
派
の
集
会
が
「
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
三
日
の

ク
ー
デ
タ
ー
」（
一
〇
月
五
日
）
に
発
展
し
た
と
き
、
国
内
軍
総
司
令
官
ポ
ー
ル
・

バ
ラ
ス
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
副
官
に
据
え
て
現
場
の
指
揮
を
執
ら
せ
た
。
王
党
派
約

二
万
五
〇
〇
〇
人
が
国
民
公
会
が
お
か
れ
て
い
た
テ
ュ
イ
ル
リ
宮
殿
や
そ
の
隣
の

ル
ー
ヴ
ル
宮
殿
に
押
し
か
け
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
指
揮
し
た
政
府
軍
約
五
〇
〇

〇
人
は
大
砲
四
〇
門
を
駆
使
し
て
鎮
圧
に
成
功
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
こ
の
功
績

で
准
将
か
ら
少
将
へ
と
昇
進
し
、
ま
も
な
く
ポ
ー
ル
・
バ
ラ
ス
の
後
任
と
し
て
国

内
軍
総
司
令
官
に
就
任
し
た
。

　
一
七
九
五
年
八
月
二
二
日
、
国
民
公
会
で
憲
法
草
案
が
採
択
さ
れ
、
一
〇
月
二

七
日
に
は
施
行
の
運
び
と
な
っ
た
。
ま
た
、
民
衆
の
台
頭
を
抑
え
る
た
め
に
制
限

選
挙
制
に
戻
し
て
五
百
人
会
と
元
老
院
に
よ
る
二
院
制
議
会
が
成
立
し
、
一
〇
月

岡
　
﨑
　
賢
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三
一
日
、
前
者
が
提
出
し
た
総
裁
候
補
者
リ
ス
ト
か
ら
後
者
が
選
抜
す
る
方
法
で

総
裁
政
府
（
一
七
九
五
～
九
九
年
）
が
発
足
し
た
。
そ
し
て
五
名
の
総
裁
の
一
人

と
し
て
就
任
し
た
の
が
ポ
ー
ル
・
バ
ラ
ス
で
あ
る
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
中
に
マ

ル
セ
イ
ユ
や
ト
ゥ
ー
ロ
ン
の
住
民
数
百
人
を
処
刑
し
て
財
産
を
没
収
し
、
公
金
横

領
の
疑
い
で
革
命
政
府
か
ら
召
還
さ
れ
た
経
歴
を
持
つ
。
し
か
し
、「
テ
ル
ミ

ド
ー
ル
の
反
動
」
の
時
は
、
国
民
公
会
側
兵
士
を
率
い
て
市
庁
舎
を
襲
撃
す
る
活

躍
で
熱
月
派
の
有
力
者
に
の
し
上
が
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ポ
ー

ル
・
バ
ラ
ス
は
典
型
的
な
俗
物
で
あ
る
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
こ
の
男
と
繋
が
り
が

で
き
た
こ
と
で
、
後
に
妻
と
な
る
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌJoséphine

de

 
            

Beauharnais

           
（
一
七
六
三
～
一
八
一
四
）
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
当

時
、
総
裁
ポ
ー
ル
・
バ
ラ
ス
の
愛
人
と
な
っ
て
い
た
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
が
、
亡
き

夫
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
・
ボ
ア
ル
ネAlexandre
de
Beauharnais

 
                       
（
一
七

六
〇
～
九
四
）
と
の
間
に
生
ま
れ
た
長
男
ウ
ジ
ェ
ー
ヌEugène

Rose
de

 
              

Beauharnais

           
（
一
七
八
一
～
一
八
二
四
）
を
陸
軍
省
へ
遣
い
に
出
し
、
夫
の
遺

品
を
受
け
取
ら
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
彼
女
は
そ
の
お
礼
の
挨
拶
に
出
か
け
て
ナ

ポ
レ
オ
ン
に
遭
遇
し
た
わ
け
で
あ
る
。
急
速
に
接
近
し
た
二
人
は
愛
を
育
み
、
一

七
九
六
年
三
月
九
日
、
無
宗
教
の
結
婚
式
を
挙
げ
た（
ナ
ポ
レ
オ
ン
二
七
歳
、
ジ
ョ

ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
三
三
歳
）
が
、
二
日
後
に
は
イ
タ
リ
ア
方
面
軍
司
令
官
と
し
て
出
征

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た 
。

　
一
七
九
六
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
率
い
る
仏
軍
四
万
人
は
地
中
海
の
港
町
ニ
ー
ス
に

集
結
し
た
後
、
そ
こ
か
ら
海
岸
沿
い
に
イ
タ
リ
ア
半
島
へ
侵
攻
し
た
（
第
一
回
イ

タ
リ
ア
遠
征
）。
約
一
年
半
続
い
た
こ
の
戦
役
に
お
い
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
墺
＝
サ

ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
連
合
軍
を
撃
破
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
王
国
と

の
講
和
（
一
七
九
六
年
四
月
）
を
皮
切
り
に
、
一
七
九
七
年
二
月
に
は
教
皇
庁
に

ト
レ
ン
テ
ィ
ー
ノTolentino

 
        
条
約
を
受
け
入
れ
さ
せ
、
同
年
一
〇
月
一
八
日
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
カ
ン
ポ
＝
フ
ォ
ル
ミ
オCam

po-Form
io

 
  
       
  
の
和
約
を
締
結
し

註
①

た
。
特
に
カ
ン
ポ
＝
フ
ォ
ル
ミ
オ
の
和
約
で
は
墺
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
（
現
在
の

ベ
ル
ギ
ー
）
と
イ
オ
ニ
ア
諸
島
を
獲
得
し
、
併
せ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
以
外
に
は
干
渉
し
な
い
と
確
約
し
た
こ
と
で
第
一
回
対
仏
大
同
盟
を
解
散

に
追
い
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
一
七
九
八
年
二
月
一
五
日
に
は
仏
軍
の

ロ
ー
マ
占
領
で
ト
ス
カ
ー
ナ
地
方
に
逃
げ
て
い
た
教
皇
ピ
ウ
ス
六
世Pius

V

 
     I  

（
在
位
一
七
七
五
～
九
九
）
を
捕
ら
え
て
ロ
ー
マ
共
和
国
（
一
七
九
八
～
一
八
〇

〇
年
）
を
建
国
し
、
年
末
に
は
サ
ル
デ
ィ
ー
ニ
ャ
王
カ
ル
ロ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
四

世
を
退
位
さ
せ
て
ピ
エ
モ
ン
テ
地
方
を
獲
得
し
て
い
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
仏
軍

が
現
在
の
オ
ラ
ン
ダ
の
地
に
建
国
し
た
バ
タ
ヴ
ィ
ア
共
和
国
（
一
七
九
五
～
一
八

〇
六
年
）な
ど
の
先
例
に
倣
っ
て
イ
タ
リ
ア
に
リ
グ
ー
リ
ャ
共
和
国
・
チ
ザ
ル
ピ
ー

ナ
共
和
国
な
ど
延
べ
九
つ
の
「
姉
妹
共
和
国
」République

sœ
ur

 
            
  
を
建
て
、
フ

ラ
ン
ス
の
一
七
九
五
年
憲
法
（
共
和
暦
第
三
年
憲
法
）
を
付
与
し
て
い
る
。
文
学

者
ス
タ
ン
ダ
ー
ルStendhal

 
       
は
小
説
『
パ
ル
ム
の
僧
院
』La

Chartreuse
de

 
                

Parm
e

    
 
の
中
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
イ
タ
リ
ア
専
制
政
治
か
ら
の
解
放
者
と
し
て
描

い
た
が
、
確
か
に
そ
う
し
た
側
面
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
姉
妹
共
和
国
の
実

態
は
フ
ラ
ン
ス
の
従
属
国
そ
の
も
の
で
あ
っ
た 
。

　
気
を
よ
く
し
た
総
裁
政
府
が
次
に
狙
い
を
定
め
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
カ
ン
ポ
＝
フ
ォ
ル
ミ
オ
の
和
約
が
成
立
し
て
ま
も
な
い
一
〇

月
二
六
日
、
総
裁
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
方
面
軍
を
編
制
し
、
そ
の
総
司
令
官
に
ナ
ポ

レ
オ
ン
を
任
命
し
た
。
翌
九
八
年
二
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
本
土
上
陸
作

戦
を
敢
行
す
る
た
め
の
準
備
と
し
て
英
仏
海
峡
沿
岸
を
視
察
し
た
結
果
、
制
海
権

を
イ
ギ
リ
ス
に
握
ら
れ
た
ま
ま
で
は
困
難
と
判
断
し
、
遠
征
の
目
的
地
を
エ
ジ
プ

ト
へ
変
更
し
た
。
何
故
な
ら
、
第
一
に
そ
の
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
第
一
次
産
業

革
命
（
一
七
六
〇
～
一
八
三
〇
年
代
）
で
経
済
的
繁
栄
を
享
受
し
始
め
て
い
た
が
、

そ
の
繁
栄
の
源
を
絶
つ
た
め
に
は
イ
ン
ド
綿
花
の
輸
入
ル
ー
ト
に
当
た
る
エ
ジ
プ

ト
を
抑
え
る
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
・
イ
ン
ド
の
連
絡
網
を
遮
断
す
る
必
要
が
あ
り
、

註
②

三

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
国
民
意
識
の
覚
醒
に
つ
い
て
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最
終
的
に
イ
ギ
リ
ス
が
持
つ
制
海
権
の
打
破
も
可
能
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
わ

け
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
戦
功
を
挙
げ
る
こ
と
で
フ
ラ
ン
ス
政
界
へ
の
進
出
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
た
か
ら
で
あ
る
。
元
来
、
軍
人

は
国
王
や
貴
族
の
命
令
一
つ
で
従
軍
す
る
存
在
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
配
下
の
軍

事
力
を
背
景
と
し
て
国
家
権
力
に
圧
力
を
か
け
う
る
勢
力
に
成
長
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
五
月
一
九
日
早
朝
、
兵
士
三
万
七
〇
〇
〇
人
を
載
せ
た
フ
ラ
ン
ス
艦
船
四
〇
〇

隻
が
ト
ゥ
ー
ロ
ン
港
を
発
ち
、
六
月
一
一
日
に
マ
ル
タ
騎
士
団
を
征
服
し
た
後
、

二
九
日
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
東
方
一
二
キ
ロ
に
位
置
す
る
ア
ブ
キ
ー
ル
海
岸

の
沖
合
に
姿
を
現
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
七
月
一
日
に
上
陸
作
戦
を
開
始
し
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
の
マ
ム
ル
ー
ク
軍
団
と
戦
い
、
瞬
く
間
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
占

領
に
成
功
す
る
。
そ
し
て
七
月
二
一
日
、
仏
軍
は
カ
イ
ロ
西
郊
の
ナ
イ
ル
川
左
岸

に
あ
る
イ
ン
バ
ー
バ
村
を
主
戦
場
と
す
る
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
戦
い
」
に
も
勝
利
を

収
め
、
翌
日
に
は
先
鋒
隊
が
カ
イ
ロ
入
城
を
果
た
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
八
月
一
日

の
夕
刻
、
ア
ブ
キ
ー
ル
湾
内
に
停
泊
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
は
、
突
然
現
れ
た

イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
奇
襲
を
受
け
て
混
乱
す
る
。
ネ
ル
ソ
ン
提
督
率
い
る
イ
ギ
リ
ス

艦
隊
は
翌
朝
ま
で
に
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
を
圧
倒
し
、
フ
ラ
ン
ス
側
に
残
さ
れ
た
の
は

小
艦
船
四
隻
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
に
は
陸
上
戦
の
準
備
が

な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
後
も
陸
上
で
は
仏
軍
の
支
配
が
続
い
た
。
そ
こ
で
ナ
ポ
レ

オ
ン
は
、
ム
ス
リ
ム（
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
）に
信
教
の
自
由
を
保
証
す
る
な
ど
様
々

な
懐
柔
策
を
と
っ
た
が
、
早
く
も
一
〇
月
二
一
日
に
は
カ
イ
ロ
で
反
仏
武
装
蜂
起

が
発
生
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
対
立
が
激
化
し
た
。
翌
九
九
年
一
月

に
は
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
反
仏
同
盟
が
成
立
し
、
三
月
に
は
第
二

回
対
仏
大
同
盟
（
一
七
九
九
～
一
八
〇
二
年
）
に
発
展
す
る
。
一
月
二
四
日
、
機

先
を
制
す
べ
く
自
ら
仏
軍
約
一
万
三
〇
〇
〇
人
を
率
い
て
シ
リ
ア
地
方
へ
の
侵
攻

を
開
始
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
二
六
日
に
ガ
ザ
入
城
を
果
た
し
、
三
月
三
日
に
は

パ
レ
ス
チ
ナ
中
部
の
ヤ
ッ
フ
ォ
（
現
在
の
テ
ル
ア
ビ
ブ
）
を
包
囲
し
た
。
そ
の
後
、

三
月
一
九
日
に
は
ア
ッ
コ
ン
（
ア
ッ
カ
）
を
包
囲
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
補

給
を
受
け
た
ア
ッ
コ
ン
守
備
隊
が
頑
強
に
抵
抗
し
続
け
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
五
月
一

七
日
付
で
全
軍
に
撤
退
命
令
を
発
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
シ
リ
ア
遠

征
軍
は
戦
死
者
約
一
二
〇
〇
人
、
傷
病
者
約
二
三
〇
〇
人
、
さ
ら
に
は
ペ
ス
ト
に

よ
る
死
者
約
一
〇
〇
〇
人
を
出
し
、
戦
闘
能
力
を
保
持
し
た
ま
ま
帰
還
で
き
た
の

は
全
体
の
約
六
割
に
相
当
す
る
八
〇
〇
〇
人
程
度
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
・
シ
リ
ア
戦
役
失
敗
の
原
因
は
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
戦
術
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
一
七
九
八
年
に
始
ま
る
遠
征

は
国
家
財
政
の
逼
迫
か
ら
十
分
な
兵
糧
が
用
意
さ
れ
ず
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
そ
の
多

く
を
現
地
調
達
に
頼
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ス
・
カ
ー
ズLas

 
   

Cases

     
の
『
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
回
想
録
』
に
よ
れ
ば
、
先
の
イ
タ
リ
ア
戦
役
中
に

莫
大
な
賠
償
金
や
美
術
品
を
奪
っ
て
五
〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
を
総
裁
政
府
に
送
っ
た

が
、
エ
ジ
プ
ト
遠
征
の
戦
闘
・
占
領
経
費
は
す
べ
て
エ
ジ
プ
ト
側
の
負
担
で
賄
わ

れ
、
行
軍
の
際
に
は
都
市
や
村
落
に
対
し
て
略
奪
行
為
を
行
っ
て
い
る
。
ナ
ポ
レ

オ
ン
は
こ
う
し
た
略
奪
行
為
を
公
式
に
は
批
判
し
、
繰
り
返
し
軍
紀
粛
清
を
訴
え

て
い
る
。
し
か
し
、
エ
ジ
プ
ト
遠
征
は
も
と
も
と
糧
食
な
ど
の
現
地
調
達
を
想
定

し
て
お
り
、
遠
征
立
案
者
と
し
て
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
そ
れ
を
命
じ
た
総
裁
政
府
の

責
任
は
重
い
。
と
こ
ろ
が
、
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
。
一
七
九
九
年
七
月
一
一
日
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
支
援
を
受

け
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
が
ア
ブ
キ
ー
ル
海
岸
に
上
陸
し
、
仏
軍
守
備
隊
を
全
滅
さ

せ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
報
せ
を
受
け
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
急
遽
カ
イ
ロ
か
ら
駆
け

つ
け
、
二
六
日
の
「
ア
ブ
キ
ー
ル
の
戦
い
」
で
圧
勝
し
た
。
そ
の
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
大
陸
に
お
け
る
仏
軍
は
英
墺
露
三
カ
国
の
攻
勢
に
押
さ
れ
て
ラ
イ
ン
川
と
ア
ル

プ
ス
山
脈
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
ま
で
後
退
し
、
国
家
存
亡
の
危
機
に
あ
っ
た
。
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
政
治
的
無
能
さ
を
露
呈
し
た
総
裁
政
府
へ
の
不
信
感
が
高
ま

岡
　
﨑
　
賢
　
治

四
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り
、
と
り
わ
け
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
（
富
裕
市
民
）
層
の
間
で
は
重
税
に
対
す
る
不
満
が

広
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
こ
の
危
機
的
状
況
を
、
エ
ジ
プ
ト
・
シ

リ
ア
戦
役
失
敗
を
帳
消
し
に
す
る
絶
好
の
機
会
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
八
月
二
三

日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
港
を
封
鎖
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が

補
給
の
た
め
に
小
型
帆
船
一
隻
だ
け
を
残
し
て
キ
プ
ロ
ス
島
へ
向
か
っ
た
隙
を
突

き
、
将
兵
約
三
〇
〇
人
と
と
も
に
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
二
隻
と
小
型
帆
船
二
隻
に
分
乗

し
て
脱
出
し
、
一
〇
月
九
日
、
フ
レ
ジ
ュ
ス
湾
上
陸
に
成
功
し
た
。
暗
い
ニ
ュ
ー

ス
が
続
い
て
意
気
消
沈
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
「
凱
旋
将

軍
」
と
し
て
歓
喜
の
声
で
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た 
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
と
っ
て
は
起
死
回
生
の
転
機
と
な
っ
た
こ
の
事
件
を
利
用
し
た

人
物
に
、
総
裁
ア
ベ
・
シ
ェ
イ
エ
スEm

m
anuel-Joseph

Sieyès
 
 
 
                   
（Abbé

     

Sieyès

      
）
が
い
る
。
彼
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
そ
の
弟
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト

（
五
百
人
会
議
長
）Lucien

Bonaparte

 
               
、
元
外
相
タ
レ
ー
ラ
ンCharles

 
      -  

M
aurice

de
Talleyrand-Périgord

 
                             
、
総
裁
ロ
ジ
ェ
・
デ
ィ
コPierre

Roger

 
            

D
ucos

 
    
ら
と
密
談
を
重
ね
、
一
七
九
九
年
一
一
月
九
日
、「
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
八
日

の
ク
ー
デ
タ
ー
」
を
決
行
し
た
。
そ
の
日
の
早
朝
、
穏
健
共
和
派
の
議
員
た
ち
は

急
進
共
和
派
や
王
党
派
に
は
招
集
の
連
絡
を
し
な
い
ま
ま
元
老
院
を
開
い
て
議
場

を
パ
リ
郊
外
の
サ
ン
＝
ク
ル
ー
城
へ
と
移
し
、
議
場
警
護
を
名
目
に
ナ
ポ
レ
オ

ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
を
パ
リ
管
区
師
団
司
令
官
に
任
命
し
た
。
そ
し
て
同
夜
の
う
ち

に
ク
ー
デ
タ
ー
を
支
持
す
る
穏
健
共
和
派
議
員
だ
け
で
新
憲
法
制
定
ま
で
の
議
会

休
会
と
臨
時
政
府
設
置
を
決
定
し
、
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
殿
内
に
ナ
ポ
レ
オ
ン

と
ア
ベ
・
シ
ェ
イ
エ
ス
、
ロ
ジ
ェ
・
デ
ィ
コ
に
よ
る
「
統
領
政
府
」Consula

 
      t  

（
一
七
九
九
～
一
八
〇
四
年
）
が
成
立
し
た
。

　
こ
う
し
て
三
人
の
臨
時
統
領
と
リ
ュ
シ
ア
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
な
ど
五
百
人
会
及

び
元
老
院
の
代
表
か
ら
な
る
委
員
会
で
新
憲
法
草
案
の
作
成
が
開
始
さ
れ
た
。
し

か
し
、
委
員
会
で
は
ま
も
な
く
、
一
人
の
指
導
者
に
よ
る
強
権
的
政
治
体
制
を
志

註
③

向
す
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
、
寡
頭
制
的
行
政
府
に
こ
だ
わ
る
ア
ベ
・
シ
ェ
イ
エ
ス
や

リ
ュ
シ
ア
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
等
と
の
対
立
が
表
面
化
し
、
軍
隊
を
後
ろ
楯
に
し
た

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
意
見
が
通
る
こ
と
に
な
る
。
一
二
月
一
三
日
に
委
員
会
が
示
し
た

「
共
和
暦
第
八
年
憲
法
」
に
よ
れ
ば
、
立
法
府
は
護
民
院Tribunat

 
       
、
立
法
院

Corps
législatif

                
、
元
老
院Sénat

 
    
の
三
院
と
し
、
法
律
案
の
発
議
権
を
持
つ
政

府
に
は
統
領
の
も
と
で
法
律
案
お
よ
び
行
政
庁
の
命
令
案
を
作
成
す
る
参
事
院

Conseild'État

              
が
設
置
さ
れ
た
。
政
府
に
よ
っ
て
発
議
さ
れ
た
法
案
は
護
民
院

に
通
達
さ
れ
、
立
法
院
に
よ
っ
て
可
決
さ
れ
た
後
で
な
け
れ
ば
新
法
と
し
て
公
布

さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
立
法
府
に
は
法
案
の
発
議
権
が
な
い
ば
か
り
か
、
護

民
院
は
法
案
の
審
議
は
す
る
が
表
決
が
で
き
ず
、
立
法
院
は
表
決
は
す
る
が
審
議

を
す
る
権
限
を
持
た
な
か
っ
た
。
し
か
も
両
院
議
員
は
、
二
一
歳
以
上
の
男
性
有

権
者
に
よ
る
普
通
選
挙
で
議
員
候
補
者
が
選
抜
さ
れ
た
後
、
第
一
統
領
に
服
従
的

な
元
老
院
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
る
と
い
う
手
続
き
を
経
て
選
出
さ
れ
る
た
め
、
民

意
の
反
映
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
軍
の
指
揮
権
や
大
臣
指
名
権
、

外
交
権
な
ど
重
要
権
限
は
第
一
統
領
に
集
中
さ
せ
、（
革
命
期
の
憲
法
と
異
な
り
）

革
命
の
基
本
理
念
を
記
す
人
権
宣
言
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
政
府
へ
の
権
限
集
中
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
政
治
的
意
志
が
革
命
期
の

議
会
政
治
を
否
定
し
、
独
裁
的
政
治
秩
序
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
表
し

て
お
り
、
一
二
月
一
五
日
、
新
憲
法
を
国
民
投
票
に
付
す
た
め
に
発
表
さ
れ
た
政

府
声
明
『
フ
ラ
ン
ス
国
民
へ
』
は
「
革
命
は
終
わ
っ
た
」
と
い
う
印
象
的
な
文
章

で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
二
月
二
五
日
、
正
式
に
統
領
政
府
（
任
期

一
〇
年
）
が
動
き
出
し
た
が
、
元
総
裁
二
人
は
統
領
職
か
ら
外
さ
れ
、
独
裁
者
と

の
批
判
を
浴
び
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
カ
ン
バ
セ
レ
スCam

bacérès

 
  
       
と
ル
ブ
ラ

ンLebrun
 
     
を
統
領
に
選
任
し
た
も
の
の
、
第
一
統
領
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
自
身
が

就
任
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
新
憲
法
は
国
民
投
票
に
か
け
ら
れ
た
が
、
内
務
省
発

表
に
よ
る
と
賛
成
三
〇
一
万
票
・
反
対
一
五
六
二
票
と
い
う
大
差
で
国
民
の
支
持

五

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
国
民
意
識
の
覚
醒
に
つ
い
て
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を
受
け
、
一
八
〇
〇
年
二
月
七
日
付
け
で
追
認
さ
れ
た
。
二
月
一
九
日
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
は
共
和
派
の
批
判
を
無
視
し
て
旧
王
宮
の
テ
ュ
イ
ル
リ
宮
殿
に
移
り
住
み
、

革
命
の
終
結
を
印
象
づ
け
た
。
こ
の
日
、
パ
リ
の
中
心
街
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
乗
る

白
馬
五
頭
立
て
の
馬
車
列
を
中
心
に
華
や
か
な
パ
レ
ー
ド
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ

れ
以
後
、
宮
殿
で
は
毎
日
の
よ
う
に
盛
大
な
宴
会
や
儀
式
が
催
さ
れ
、
華
や
か
な

宮
廷
文
化
が
再
興
さ
れ
た
。

　
そ
れ
で
は
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、「
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
八
日
の
ク
ー
デ
タ
ー
」

に
始
ま
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
強
権
政
治
を
許
し
た
の
か
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
フ

ラ
ン
ス
革
命
か
ら
断
続
的
に
続
い
た
ク
ー
デ
タ
ー
の
連
続
で
民
衆
の
間
に
政
治
的

な
麻
痺
感
覚
が
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
対
仏
大
同
盟
の
攻
勢
に
危
機
意
識
を
高
め

た
国
民
の
間
に
強
力
な
軍
事
政
権
に
対
す
る
期
待
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
、
第
三

に
イ
ン
フ
レ
と
失
業
に
苦
し
む
都
市
民
衆
の
間
に
現
状
打
破
の
気
運
が
高
ま
っ
て

い
た
こ
と
、
第
四
に
一
七
九
九
年
四
月
の
議
会
選
挙
で
急
進
共
和
派
が
議
席
を
増

や
し
た
こ
と
で
、「
総
動
員
令
」
や
富
裕
者
向
け
の
「
強
制
公
債
」
発
行
が
決
め

ら
れ
、
七
月
一
二
日
に
は
反
革
命
容
疑
者
の
親
戚
を
逮
捕
し
て
財
産
を
没
収
す
る

「
人
質
法
」
を
可
決
す
る
な
ど
「
経
済
活
動
の
自
由
」
や
私
有
財
産
権
が
危
機
に

瀕
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
新
憲
法
は
フ
ラ
ン
ス
が
共
和
国

で
あ
る
こ
と
を
謳
い
、
国
有
財
産
の
取
得
者
が
そ
の
所
有
権
を
剥
奪
さ
れ
る
こ
と

が
な
い
こ
と
も
定
め
て
お
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
単
な
る
革
命
の
「
死
刑
執
行
人
」

で
は
な
く
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
を
否
定
す
る
革
命
の
「
相
続
人
」
で
も
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
民
衆
運
動
と
関
係
の
深
い
急

進
共
和
派
や
旧
弊
を
引
き
ず
る
王
党
派
を
嫌
い
、
巧
み
な
情
報
操
作
に
よ
っ
て
国

民
一
般
の
願
望
や
不
安
・
恐
れ
を
利
用
す
る
「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」populism

 
       

の
政

治
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
穏
健
共
和
派
の
支
持
母
体
で
あ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
（
富

裕
市
民
）
層
の
要
望
に
応
え
る
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。
例
え
ば
一
八
〇
〇
年
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
総
裁
政
府
時
代
か
ら
続
い
て
い
た
振
替
銀
行
の
拡
大
・
改
組
を
指

示
し
、
パ
リ
の
大
銀
行
家
た
ち
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
。
フ
ラ

ン
ス
銀
行
は
、
当
初
、
銀
行
券
発
行
や
手
形
割
引
、
預
金
業
務
を
行
う
私
立
銀
行

だ
っ
た
が
、
ま
も
な
く
「
一
八
〇
三
年
四
月
一
四
日
法
」
に
よ
っ
て
銀
行
券
の
独

占
発
行
権
を
付
与
さ
れ
、
名
実
と
も
に
「
中
央
銀
行
」
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
産
業
革

命
の
準
備
を
行
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
革
命
期
か
ら
の
課
題
で
あ
っ
た
財
政
再
建

は
、
徴
税
機
構
の
中
央
集
権
化
や
中
央
銀
行
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
銀
行
設
立
、

ジ
ェ
ル
ミ
ナ
・
フ
ラ
ン
の
制
定
（
一
八
〇
三
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
好
転
し
て
い
る 
。

二
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
へ
の
道

　
一
八
〇
〇
年
五
月
六
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
露
帝
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
を
対
仏
戦
争

か
ら
離
脱
さ
せ
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
に

は
中
立
を
守
る
よ
う
確
約
さ
せ
た
う
え
で
、
第
二
回
イ
タ
リ
ア
遠
征
へ
と
出
発
し

た
。
こ
れ
は
第
一
回
イ
タ
リ
ア
遠
征
で
獲
得
し
た
勢
力
圏
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

よ
っ
て
奪
い
取
ら
れ
、
新
た
に
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
を
占
領
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
サ
ン

＝
ベ
ル
ナ
ー
ル
峠
を
越
え
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
は
、
六
月
一
四
日
、
ピ
エ
モ
ン
テ
地

方
の
小
村
マ
レ
ン
ゴM

arengo

 
      
で
墺
軍
と
対
峙
し
、
始
め
は
劣
勢
だ
っ
た
が
ア

ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ド
ゼ
ー
将
軍Antoine

D
esaix

 
        
     
率
い
る
別
働
隊
の
支
援
を
受
け
て

辛
う
じ
て
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
同
年
一
二
月
三
日
、
モ
ロ
ー
将

軍M
oreau

 
     
率
い
る
ラ
イ
ン
派
遣
軍
が
ホ
ー
エ
ン
リ
ン
デ
ンH

ohenlinden

 
          
の

戦
い
で
墺
軍
に
勝
利
を
収
め
た
。
そ
の
結
果
、
墺
軍
は
翌
〇
一
年
一
月
一
五
日
の

ト
レ
ヴ
ィ
ゾTreviso

 
      
休
戦
条
約
に
よ
っ
て
マ
ン
ト
ヴ
ァ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
除

く
北
イ
タ
リ
ア
か
ら
撤
退
し
、
二
月
九
日
締
結
の
リ
ュ
ネ
ヴ
ィ
ルLunéville

 
        
講

和
条
約
で
四
年
前
に
結
ん
だ
カ
ン
ポ
＝
フ
ォ
ル
ミ
オ
の
和
約
を
再
確
認
し
て
フ
ラ

ン
ス
に
よ
る
ラ
イ
ン
左
岸
併
合
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ト
ス
カ
ー

ナ
大
公
国
・
モ
ー
デ
ナ
公
国
・
パ
ル
マ
公
国
を
支
配
す
る
こ
と
で
ほ
ぼ
イ
タ
リ
ア

全
土
を
保
護
下
に
お
き
、
ナ
ポ
リ
王
国
に
対
し
て
も
イ
ギ
リ
ス
船
舶
の
領
内
入
港

註
④

岡
　
﨑
　
賢
　
治
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禁
止
と
仏
軍
の
駐
留
を
認
め
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
一
八
〇
二
年
一
月
に
は
「
イ
タ

リ
ア
共
和
国
」（
一
八
〇
二
～
〇
五
年
）が
建
国
さ
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
大
統
領
に
、

ミ
ラ
ノ
貴
族
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
＝
メ
ル
ツ
ィ
が
副
大
統
領
に
就
任
し
た
。
一
方
、

一
八
〇
〇
年
一
〇
月
一
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ス
ペ
イ
ン
国
王
カ
ル
ロ
ス
四
世
と
サ

ン
・
イ
ル
デ
フ
ォ
ン
ソSan

Ildefonso

 
            
の
和
を
結
び
、
ス
ペ
イ
ン
は
（
第
三
国

に
譲
渡
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
）
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
を
フ
ラ
ン
ス
に

割
譲
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
対
外
戦
争
に
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
は
翌
年
、
カ
ル
ロ
ス
四
世
の
女
婿
ル
ド
ヴ
ィ
ー
コ
一
世
に
エ
ト
ル
リ
ア
王

位
を
与
え
た 
。

　
こ
う
し
て
、
第
二
回
イ
タ
リ
ア
遠
征
を
中
心
と
す
る
対
墺
戦
争
に
勝
利
を
収
め

た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
今
度
は
革
命
勃
発
時
か
ら
続
い
て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と

の
対
立
と
い
う
問
題
の
解
決
に
乗
り
出
し
た
。
マ
レ
ン
ゴ
会
戦
後
の
一
八
〇
〇
年

六
月
一
八
日
、
信
心
深
い
と
は
到
底
思
え
な
い
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
突
然
、
ミ
ラ
ノ
司

教
座
聖
堂
の
ミ
サ
に
出
席
し
た
。
こ
れ
が
教
皇
庁
へ
の
接
近
の
サ
イ
ン
と
な
り
、

翌
〇
一
年
七
月
一
六
日
、
教
皇
ピ
ウ
ス
七
世Pius

VII

 
       
（
在
位
一
八
〇
〇
～
二
三
）

と
の
間
に
宗
教
協
約
（
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
トconcordat

         
）
を
結
ん
で
関
係
修
復
を

図
っ
た
。
こ
の
協
約
で
、
教
皇
は
フ
ラ
ン
ス
王
国
に
替
わ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

を
正
式
に
承
認
し
た
だ
け
で
な
く
、
革
命
期
に
没
収
さ
れ
た
教
会
財
産
の
返
還
要

求
を
行
わ
な
い
こ
と
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
第
一
統
領
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
国
内
の
司

教
を
任
命
す
る
権
限
を
有
し
、
司
教
は
政
府
の
同
意
を
得
て
司
祭
を
任
命
す
る

が
、
そ
の
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ
ン
ス
国
家
へ
の
忠
誠
宣
誓
が
求
め
ら
れ
た
。
ま

た
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
聖
職
者
は
国
家
か
ら
俸
給
を
支
給
さ
れ
る
存
在
で
あ
る

こ
と
も
確
定
し
た
。
こ
う
し
て
ロ
ー
マ
＝
カ
ト
リ
ッ
ク
教
が
国
教
に
準
ず
る
宗
教

と
な
る
こ
と
で
国
民
の
宗
教
感
情
を
満
足
さ
せ
、
同
時
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
国

家
に
服
従
す
る
組
織
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
聖
職
者
民
事
基
本
法
の
制
定
に
始

ま
る
教
会
と
の
対
立
に
終
止
符
が
打
た
れ
、
王
党
派
の
地
盤
を
崩
す
こ
と
に
も
成

註
⑤

功
し
た
の
で
あ
る
。
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト
が
締
結
さ
れ
て
最
初
の
復
活
祭
に
あ
た
る

一
八
〇
二
年
四
月
一
八
日
、
宗
教
協
約
の
公
告
が
な
さ
れ
、
革
命
期
に
パ
リ
民
衆

に
破
損
さ
れ
て
ワ
イ
ン
倉
庫
に
転
用
さ
れ
て
い
た
パ
リ
司
教
座
聖
堂
（
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
大
聖
堂
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
式
典
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
夫
妻
の
姿
も
あ
っ

た 
。

　
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
懸
案
事
項
と
し
て
残
っ
て
い
た
の
が
敵
国
イ
ギ
リ

ス
と
の
関
係
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
イ
ギ
リ
ス
で
、
一
八
〇
一
年
三
月
、
対

仏
強
硬
派
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ピ
ッ
ト
内
閣
か
ら
融
和
派
の
ヘ
ン
リ
・
ア
デ
ィ
ン
ト

ン
内
閣
に
変
わ
る
政
権
交
代
が
あ
り
、
翌
年
三
月
二
七
日
、
英
仏
両
国
と
フ
ラ
ン

ス
の
同
盟
国
ス
ペ
イ
ン
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
共
和
国
の
四
カ
国
間
で
ア
ミ
ア
ン

Am
iens

  
    
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
マ
ル
タ
島
・
ケ
ー
プ

植
民
地
（
バ
タ
ヴ
ィ
ア
共
和
国
に
返
還
）・
エ
ジ
プ
ト
か
ら
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス

は
ナ
ポ
リ
王
国
・
ロ
ー
マ
教
皇
領
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
軍
の
撤
収
を
約
束
し
、
ラ
イ
ン

川
左
岸
や
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
優
越
権
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
エ
ジ

プ
ト
で
は
、
一
八
〇
一
年
八
月
に
仏
軍
が
イ
ギ
リ
ス
＝
オ
ス
マ
ン
帝
国
連
合
軍
に

降
伏
し
て
い
た
が
、
そ
の
エ
ジ
プ
ト
か
ら
英
軍
が
撤
退
す
る
こ
と
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た 
。

　
そ
し
て
、
宗
教
協
約
と
ア
ミ
ア
ン
条
約
の
締
結
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
終
身
第
一
統

領
に
押
し
上
げ
（
一
八
〇
二
年
八
月
二
日
）、
八
月
四
日
に
は
「
共
和
暦
第
一
〇

年
憲
法
」
が
成
立
し
た
。
ま
た
一
八
〇
四
年
三
月
二
一
日
に
公
布
さ
れ
た
「
フ
ラ

ン
ス
人
の
民
法
典
」Code

civildes
Français

 
                      
（
一
八
〇
七
年
九
月
三
日
、
ベ

ル
ギ
ー
、
ラ
イ
ン
左
岸
地
方
、
オ
ラ
ン
ダ
王
国
に
も
適
用
さ
れ
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
法

典
」Code

N
apoléon

 
     
       
と
改
題
）
は
国
民
の
支
持
を
さ
ら
に
高
め
た
。
こ
の
法
典

は
身
分
編
・
財
産
編
・
財
産
取
得
編
に
分
か
れ
て
お
り
、
全
文
二
二
八
一
条
に
書

か
れ
た
内
容
は
、
万
人
の
法
の
前
の
平
等
や
個
人
意
思
の
自
由
、
私
的
所
有
権
の

絶
対
、
家
族
の
尊
重
な
ど
が
記
載
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
精
神
が
息
づ
い
て
い

註
⑥

註
⑦

七

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
国
民
意
識
の
覚
醒
に
つ
い
て
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る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
民
法
典
の
内
容
は
必
ず
し
も
革
新
的
な
も
の
と
は
言

え
ず
、
時
代
に
逆
行
す
る
条
文
も
多
い
。
例
え
ば
、
革
命
期
の
一
七
九
二
年
九
月

に
成
立
し
た
離
婚
法
で
は
「
性
格
の
不
一
致
」
を
理
由
と
し
て
夫
婦
の
い
ず
れ
か

一
方
か
ら
の
申
し
立
て
で
離
婚
が
認
め
ら
れ
た
が
、
民
法
典
で
は
一
方
か
ら
の
離

婚
申
し
立
て
は
姦
通
の
場
合
の
み
と
限
定
し
た
。
ま
た
、
民
法
典
で
は
既
婚
女
性

を
法
的
無
能
力
者
と
見
な
し
て
訴
訟
行
為
を
認
め
ず
、
夫
の
協
力
ま
た
は
書
面
に

よ
る
同
意
な
し
に
は
財
産
の
贈
与
・
譲
渡
や
抵
当
権
の
設
定
も
で
き
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
民
法
典
は
植
民
地
に
も
適
用
さ
れ
た
が
、
あ
く
ま
で
も
現
地
の
白
人
を

中
心
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
国
籍
取
得
者
に
の
み
適
用
さ
れ
た
。
一
七
九
四
年
二
月
四

日
の
国
民
公
会
で
は
「
プ
リ
ュ
ヴ
ィ
オ
ー
ズ
一
六
日
法
」
が
決
議
さ
れ
、
植
民
地

に
お
け
る
奴
隷
制
度
の
廃
止
を
決
定
し
て
い
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
「
黒
い
ジ
ャ

コ
バ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
黒
人
指
導
者
ト
ゥ
サ
ン
・
ル
ヴ
ェ
ル
チ
ュ
ー
ルToussaint

 
         

Louverture

          
率
い
る
ハ
イ
テ
ィ
独
立
運
動
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
一
八
〇
一
年
一

二
月
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
仏
西
連
合
軍
三
万
人
を
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
八
〇
二
年
五
月
二
〇
日
に
は
植
民
地
に
お
け
る
奴
隷
制
度
復
活
を
布
告
し
た 
。

　
さ
て
、
一
八
〇
四
年
五
月
一
八
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
皇
帝
と
し
、
フ
ラ
ン
ス
の

政
体
を
「
帝
政
」
と
す
る
議
案
が
元
老
院
を
通
過
し
、
一
一
月
に
は
世
襲
皇
帝
制

の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
が
行
わ
れ
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
（
投
票
率
こ
そ
約
五

〇
％
と
低
か
っ
た
が
）
賛
成
約
三
五
〇
万
票
、
反
対
二
五
七
九
票
と
圧
倒
的
支
持

を
得
た
。　
そ
し
て
同
年
一
二
月
二
日
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
で
皇
帝
ナ
ポ
レ

オ
ン
一
世N
apoléon

I

 
         
（
在
位
一
八
〇
四
～
一
四
、
一
五
）
の
聖
別
式
（
戴
冠

式
）
が
執
り
行
わ
れ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
（
第
一
帝
政
）
の
誕
生
で
あ
る
。
聖

別
式
の
様
子
は
新
古
典
主
義
の
画
家
ダ
ヴ
ィ
ドJacques-LouisD

avid

 
              
    
が
描
い

た
絵
が
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
と
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
展
示
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
ャ

ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
帝
の
古
式
に
則
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
た
だ
し
、

聖
別
式
に
呼
ば
れ
た
教
皇
ピ
ウ
ス
七
世
は
灌
油
を
与
え
た
だ
け
で
、
金
の
月
桂
冠

註
⑧

の
戴
冠
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
自
身
が
行
っ
て
お
り
、
教
皇
権
に
対
す
る
皇
帝
権
の
完
全

優
位
を
見
事
に
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
聖
別
式
の
三
週
間
後

に
開
か
れ
た
議
会
で
「
神
と
国
民
の
意
志
が
私
を
し
て
玉
座
に
就
か
せ
た
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
君
主
と
し
て
の
正
当
性
を
神
の
聖
別
だ
け
で
な
く
国
民
の
意
志

（
同
意
）
に
も
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
彼
は
、
極
め
て
巧
妙
に
中
央
集
権

化
を
進
め
る
一
方
で
、
言
論
・
出
版
の
統
制
を
強
化
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
の

多
く
は
〈
皇
帝
独
裁
〉
を
歓
迎
し
た
の
で
あ
る
。

　
何
故
な
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
治
世
は
久
し
ぶ
り
の
安
寧
秩
序
を
実
現
し
た

時
期
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
聖
職
者
や
亡
命
貴
族
の
土
地
を
入
手
し
て
社
会
的

上
昇
の
機
会
を
得
て
い
る
。
既
に
亡
命
貴
族
の
多
く
は
一
八
〇
二
年
四
月
に
制
定

さ
れ
た
恩
赦
法
に
よ
っ
て
帰
国
を
果
た
し
、
彼
ら
の
旧
所
領
が
未
だ
公
売
さ
れ
ず

に
国
有
地
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
場
合
は
返
還
さ
れ
、
公
売
済
み
の
場
合
で
も
先
買

権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
翌
月
に
レ
ジ
ョ
ン
・
ド
ヌ
ー

ル
勲
章
を
制
定
し
て
、
新
た
に
台
頭
し
て
き
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
層
に
名
誉
と
精
神
的

満
足
を
与
え
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
一
八
〇
八
年
三
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
旧

貴
族
と
は
別
に
新
し
い
貴
族
と
し
て
爵
位
を
与
え
る
制
度
を
整
え
た
。
こ
れ
は
出

自
に
よ
る
身
分
階
層
で
は
な
く
、
国
家
へ
の
寄
与
に
応
じ
た
能
力
と
貢
献
に
よ
る

階
層
秩
序
で
あ
る
と
強
調
し
て
身
分
的
特
権
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
大

公
・
公
爵
・
伯
爵
・
男
爵
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エChevalier

 
        
（
騎
士
）
の
五
爵
位
か

ら
な
る
帝
国
貴
族
制
度
の
出
現
は
明
ら
か
に
平
等
原
理
を
否
定
し
て
い
る
点
に
変

わ
り
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
都
市
労
働
者
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
禁
止
や
「
労
働
手
帳
」

の
携
帯
を
強
制
さ
れ
た
が
、
賃
金
の
上
昇
や
食
糧
事
情
の
改
善
に
満
足
し
て
帝
政

を
支
持
し
、
中
小
農
民
た
ち
は
既
得
権
の
保
護
を
求
め
て
保
守
化
し
た
の
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
出
現
し
た「
国
民
国
家
」で
は
あ
っ

た
が
、
第
一
帝
政
期
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
未
だ
「
国
民
」
の
統
合
は
未
成
熟
で
あ
り
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
強
権
政
治
に
対
す
る
批
判
勢
力
も
育
っ
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。

岡
　
﨑
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ま
た
、
統
領
政
期
・
第
一
帝
政
期
の
人
口
動
態
に
注
目
し
て
み
る
と
、
現
在
の

フ
ラ
ン
ス
本
土
領
域
の
人
口
は
一
八
〇
一
年
の
二
七
三
五
万
人
か
ら
一
八
一
六
年

の
三
〇
五
七
万
人
に
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
時
期
は
相
次
ぐ
戦
争

に
よ
る
多
数
の
戦
死
者
を
出
し
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
口
が
増
加
し
た

要
因
は
、
幼
児
死
亡
率
の
低
下
や
経
済
の
活
性
化
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、

都
市
人
口
は
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ボ
ル
ド
ー
、
ア
ン
ジ
ェ
、
ブ
レ
ス
ト
、
エ
ク
ス
な
ど

一
五
都
市
で
は
イ
ギ
リ
ス
貿
易
の
途
絶
や
植
民
地
の
喪
失
が
原
因
で
減
少
し
た

が
、
首
都
パ
リ
や
リ
ー
ル
、
オ
ル
レ
ア
ン
、
カ
ー
ン
、
ク
レ
ル
モ
ン
な
ど
八
都
市

は
農
村
部
か
ら
の
流
入
に
よ
る
社
会
増
が
顕
著
と
な
っ
た
。
そ
の
当
時
、
政
府
予

算
に
占
め
る
公
共
事
業
費
の
割
合
が
急
増
し
、
と
り
わ
け
パ
リ
で
は
一
八
〇
〇
～

一
三
年
の
間
に
、
政
府
と
市
の
財
政
資
金
の
ほ
か
に
帝
室
費
と
特
別
税
金
庫
（
一

八
〇
五
年
一
〇
月
設
置
、
一
〇
年
一
月
「
特
別
公
共
財
産
」
と
改
組
）
か
ら
合
計

二
億
六
二
〇
〇
万
フ
ラ
ン
と
い
う
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、
テ
ュ
イ
ル
リ
や
ル
ー
ヴ
ル

な
ど
の
宮
殿
の
改
築
、
エ
ト
ワ
ー
ル
と
カ
ル
ー
ゼ
ル
の
両
凱
旋
門
、
リ
ヴ
ォ
リ
通

り
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
通
り
、
オ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
橋
、
イ
エ
ナ
橋
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
聖
堂
、

証
券
取
引
所
（
現
在
の
ユ
ー
ロ
ネ
ク
ス
ト
）、
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
広
場
記
念
碑
（
ア

ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
戦
勝
記
念
碑
）
な
ど
壮
観
な
建
築
物
が
建
て
ら
れ
た
。
ま
た
、

シ
ャ
ト
レ
の
泉
水
や
街
灯
の
設
置
、
下
水
道
や
卸
売
市
場
、
ウ
ル
ク
運
河
の
建
設
、

ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
の
整
備
な
ど
が
な
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
は
一
八
一
〇
年
三
月
の
土
地
収
用
法
制
定
で
さ
ら
に
促
進
さ
れ
、

工
業
生
産
力
の
向
上
な
ど
目
覚
ま
し
い
経
済
復
興
は
パ
リ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の

金
融
市
場
へ
と
押
し
上
げ
た
。
し
か
し
、
パ
リ
の
経
済
発
展
を
支
え
た
地
方
出
身

者
は
正
規
の
「
労
働
者
手
帳
」
を
持
た
な
い
未
熟
練
労
働
者
が
多
く
、
不
安
定
な

生
活
や
貧
困
に
喘
ぐ
人
々
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た 
。

　
さ
て
、
一
八
〇
三
年
五
月
一
六
日
に
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
自
国
の
港
や
沖
合
に

あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
と
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
商
船
を
拿
捕
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
英
仏
両

註
⑨

国
は
再
び
戦
闘
状
態
に
入
っ
た
。
そ
し
て
翌
〇
四
年
五
月
一
〇
日
、
イ
ギ
リ
ス
で

は
対
仏
強
硬
派
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ピ
ッ
ト
内
閣
が
復
活
し
、
一
八
〇
五
年
八
月
九

日
に
は
英
露
墺
三
カ
国
に
よ
る
第
三
回
対
仏
大
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
（
一
カ
月
後

に
ナ
ポ
リ
王
国
も
参
加
）。
危
機
感
を
抱
い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
イ
ギ
リ
ス
本

土
上
陸
作
戦
を
立
て
、
英
仏
海
峡
を
臨
む
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
に
軍
事
基
地
を
建
設
し

て
総
勢
五
〇
万
人
に
も
及
ぶ
大
陸
軍
を
編
制
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
原
理
と
成

果
の
「
相
続
人
」
と
し
て
皇
帝
の
座
に
就
い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
で
は
あ
っ
た
が
、

彼
に
と
っ
て
は
「
一
七
九
一
年
憲
法
」
に
定
め
ら
れ
た
侵
略
戦
争
放
棄
と
い
う
理

念
は
全
く
無
縁
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
兵
員
適
齢
年

齢
男
性
の
約
三
割
が
軍
務
に
就
く
よ
う
に
な
り
、
一
八
〇
五
年
四
月
に
は
一
八
～

二
〇
万
人
の
兵
士
が
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
に
集
結
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
イ
ギ
リ

ス
上
陸
と
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
両
面
作
戦
を
発
動
し
た
が
、
英
仏
海
峡
の
制
海
権

を
握
る
た
め
に
派
遣
し
た
仏
西
連
合
艦
隊
（
三
三
隻
）
は
、
一
〇
月
二
一
日
、
ト

ラ
フ
ァ
ル
ガ
ル
沖Trafalgar

 
        
の
海
戦
で
ま
た
し
て
も
ネ
ル
ソ
ン
提
督
率
い
る
イ

ギ
リ
ス
艦
隊
（
二
七
隻
）
に
敗
れ
て
し
ま
う 
。

　
そ
の
間
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
五
月
二
六
日
に
イ
タ
リ
ア
共
和
国
を
改
め
た

「
イ
タ
リ
ア
王
国
」（
一
八
〇
五
～
一
四
年
）
の
玉
座
に
就
き
、
副
王
と
し
て
は
ボ

ア
ル
ネ
公
（
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ボ
ア
ル
ネ
）
を
据
え
て
大
陸
覇
権
に
自
信
を
深
め
て

い
た
。
同
年
一
〇
月
一
七
日
、
バ
イ
エ
ル
ン
公
国
に
侵
攻
し
て
き
た
墺
軍
を
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
近
郊
の
ウ
ル
ムU

lm

 
  

で
破
り
、
一
一
月
一
三
日
に
は
ウ
ィ
ー

ン
入
城
を
果
た
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
で
は
あ
っ
た
が
、
ト
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ル
沖
海

戦
の
惨
敗
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
動
向
に
不
安
を
抱
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
墺

帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
（
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
二
世
）
は
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
へ
と
逃

避
し
、
露
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
ミ
ハ
イ
ル
・
ク
ト
ゥ
ー
ゾ
フ
が
率
い
て
い

た
露
軍
と
合
流
し
て
態
勢
を
立
て
直
し
た
。
そ
し
て
一
二
月
二
日
、
仏
軍
と
露
墺

同
盟
軍
は
ブ
ル
ノ
近
郊
の
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツAusterlitz

 
         
で
相
ま
み
え
、
戦
力

註
⑩

九

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
国
民
意
識
の
覚
醒
に
つ
い
て
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的
に
不
利
だ
っ
た
仏
軍
が
勝
利
を
収
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
一
二
月
二

六
日
、
プ
レ
ス
ブ
ル
クPresbourg

 
        
（
現
在
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
首
都
ブ
ラ
テ
ィ

ス
ラ
ヴ
ァ
）
の
和
約
が
成
立
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
旧
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
領
東
部
諸
州
や
イ
ス
ト
リ
ア
、
ダ
ル
マ
テ
ィ
ア
を
奪
い
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

を
イ
タ
リ
ア
王
国
に
併
合
し
て
第
三
回
対
仏
大
同
盟
を
解
散
に
追
い
込
ん
で
い

る
。
そ
の
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
巨
大
な
軍
隊
の
経
費
（
一
八
〇
三
～
〇
五
年

の
軍
事
費
六
億
三
〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
）
が
国
家
財
政
を
圧
迫
し
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行

の
準
備
金
減
少
か
ら
金
融
不
安
を
引
き
起
こ
し
始
め
て
い
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

か
ら
獲
得
し
た
五
〇
〇
〇
フ
ロ
ー
リ
ン
と
い
う
巨
額
の
賠
償
金
で
一
息
つ
く
こ
と

が
で
き
た
。

　
翌
一
八
〇
六
年
二
月
、　
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
ナ
ポ
リ
王
国
の
征
服
に
も
成
功

し
、
三
月
三
〇
日
に
は
兄
ジ
ョ
ゼ
フJoseph

 
     
（
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
一
世G

iuseppe
I

 
         
、

在
位
一
八
〇
六
～
〇
八
）
を
即
位
さ
せ
、
兄
ジ
ョ
ゼ
フ
が
ス
ペ
イ
ン
王
と
し
て

移
っ
た
後
は
娘
婿
ジ
ョ
ア
シ
ャ
ン
・
ミ
ュ
ラJoachim

M
urat-Jordy

 
      
  
          
が
ジ
ョ

ア
ッ
キ
ー
ノ
一
世G

ioacchino
I

 
           
（
在
位
一
八
〇
八
～
一
五
）
と
し
て
継
承
し
た
。

ま
た
、
一
八
〇
六
年
六
月
二
二
日
に
は
弟
ル
イLouis

Bonaparte

 
              
も
バ
タ
ヴ
ィ

ア
共
和
国
を
改
組
し
た
「
オ
ラ
ン
ダ
王
国
」（
一
八
〇
六
～
一
〇
年
）
の
国
王
ロ
ー

デ
ウ
ェ
イ
ク
一
世Lodew
ijk
I

 
    
     
（
在
位
一
八
〇
六
～
一
〇
）
と
し
て
即
位
し
、
ま

さ
に
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
」
が
完
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
一
方
、
そ
の
頃
ド
イ
ツ
で
は
、
同
年
七
月
に
普
墺
両
国
を
除
く
全
ド
イ
ツ
諸
邦

同
盟
の
「
ラ
イ
ン
同
盟
」Rheinbund

 
        
（
盟
主
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
）
が
成
立
し
、

翌
月
に
は
墺
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
が
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
位
を
放
棄
し
て
オ
ッ
ト
ー
一

世
以
来
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
（
九
六
二
～
一
八
〇
六
年
）
が
名
実
と
も
に
消
滅
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
の
覇
権
が
中
部
ド
イ
ツ
ま
で
及
ん
だ
こ
と
に
危
機
感
を
高
め
た
プ

ロ
イ
セ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
は
、
七
月
に
ま
ず
ロ
シ
ア
と

同
盟
を
結
び
、
つ
い
で
一
〇
月
六
日
、
第
四
回
対
仏
大
同
盟
（
一
八
〇
六
～
〇
七

年
）
を
結
成
し
、
九
日
に
は
対
仏
宣
戦
布
告
を
発
し
た
。
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

一
世
率
い
る
仏
軍
は
バ
イ
エ
ル
ン
か
ら
ザ
ク
セ
ン
方
面
へ
と
進
撃
し
、
一
〇
月
一

四
日
の
イ
エ
ナ
・
ア
ウ
エ
ル
シ
ュ
タ
ッ
トJena

und
Auerstedt

 
                 
の
戦
い
で
大
勝

利
を
収
め
た
。
同
月
二
五
日
、
首
都
ベ
ル
リ
ン
が
陥
落
し
た
後
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
は
東
プ
ロ
イ
セ
ン
に
逃
れ
て
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク

K
önigsberg

 
         
（
現
在
は
ロ
シ
ア
の
カ
リ
ー
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
）に
首
都
機
能
を
移
し
、

露
軍
の
援
軍
を
仰
い
だ
。
翌
一
八
〇
七
年
一
月
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
攻
撃
を
開

始
し
た
仏
軍
は
、
二
月
七
～
八
日
の
ア
イ
ラ
ウEylau

 
    
の
戦
い
（
現
在
は
ロ
シ
ア

の
バ
グ
ラ
チ
オ
ノ
フ
ス
ク
）
で
普
露
同
盟
軍
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
も
の
の
、
六

月
一
四
日
の
フ
リ
ー
ト
ラ
ン
トFriedland

 
        
の
戦
い
で
は
一
方
的
な
勝
利
を
収
め

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
結
果
、
七
月
に
入
っ
て
ネ
マ
ン
川
（
ニ
ー
メ
ン
川
）

沿
い
の
町
テ
ィ
ル
ジ
ッ
トTilsit

 
     
（
現
在
は
ロ
シ
ア
の
ソ
ヴ
ィ
ェ
ツ
ク
）
で
講
和

が
成
立
し
た
（
仏
露
間
は
七
日
、
仏
普
間
は
九
日
に
締
結
）。
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は

こ
の
条
約
で
将
来
の
対
英
軍
事
同
盟
へ
の
参
加
を
期
待
し
て
ロ
シ
ア
に
は
領
土
の

割
譲
や
賠
償
金
を
求
め
な
か
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
し
て
は
領

土
を
半
減
さ
せ
、
一
億
二
〇
〇
〇
万
フ
ラ
ン
と
い
う
莫
大
な
賠
償
金
を
課
し
た
。

そ
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
が
失
っ
た
南
東
部
の
旧
領
地
に
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
王

国
（
一
八
〇
七
～
一
三
年
）
を
建
国
し
て
弟
ジ
ェ
ロ
ー
ムJérôm

e
Bonapart

 
    
          e  

を
国
王
（
在
位
一
八
〇
七
～
一
三
）
に
据
え
、
西
部
の
旧
領
地
に
は
普
領
ポ
ー
ラ

ン
ド
を
独
立
さ
せ
て
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
（
一
八
〇
七
～
一
五
年
）
と
し
、
と
も
に

ラ
イ
ン
同
盟
に
参
加
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
中
欧
及
び
東
欧
に

も
覇
権
を
拡
大
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
降
伏
と
ロ
シ
ア
と
の
和
解
成
立
で
第
四
回
対

仏
同
盟
は
瓦
解
し
た
の
で
あ
る
。

三
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
の
崩
壊

　
一
八
〇
六
年
五
月
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
な
ど
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝

岡
　
﨑
　
賢
　
治

一
〇
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国
の
港
湾
都
市
を
海
上
封
鎖
し
た
の
に
対
し
て
、
同
年
一
〇
月
に
ベ
ル
リ
ン
入
り

を
果
た
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
、
一
一
月
二
一
日
、
イ
ギ
リ
ス
と
大
陸
諸
国
と

の
間
に
お
け
る
通
商
・
通
信
を
禁
ず
る
「
大
陸
封
鎖
令
」（
ベ
ル
リ
ン
勅
令
）
を

発
し
て
反
撃
に
出
た
。
彼
の
狙
い
は
、　
第
一
次
産
業
革
命
の
最
中
に
あ
っ
た
イ

ギ
リ
ス
を
経
済
的
に
〈
封
じ
込
め
る
〉
こ
と
で
そ
の
繁
栄
を
挫
き
、
大
陸
諸
国
に

は
フ
ラ
ン
ス
と
貿
易
を
さ
せ
る
こ
と
で
フ
ラ
ン
ス
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
け
る

新
た
な
経
済
的
覇
者
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
翌
年
一
一
月
二
三
日
と
一
二
月
一

七
日
の
「
ミ
ラ
ノ
勅
令
」
で
さ
ら
に
封
鎖
が
強
化
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
経
済
不
況

に
苦
し
ん
だ
イ
ギ
リ
ス
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
中
立
を
宣
言
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
と
対
立
し
て
一
八
一
二
年
に
は
米
英
戦
争
（
一
八
一
二
～
一
四
年
）
に
発
展
し

て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
大
陸
封
鎖
令
は
大
陸
諸
国
に
と
っ
て
も
大
変
迷
惑
な
命
令
だ
っ

た
。
大
陸
諸
国
の
中
で
貿
易
を
経
済
の
基
盤
と
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
や
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
工
業
が
比
較
的
発
展
し
て
い
た
西
南
ド
イ
ツ
諸
邦
、
農
業
国
の
ロ
シ
ア
、

プ
ロ
イ
セ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
に
と
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
貿
易
が

止
ま
る
こ
と
は
大
打
撃
で
あ
っ
た
。
特
に
一
八
〇
四
年
三
月
の
ア
ギ
ャ
ン
公
処
刑

事
件
以
来
、
反
ナ
ポ
レ
オ
ン
政
策
を
強
化
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
グ
ス
タ
フ
四

世
は
、
大
陸
封
鎖
令
へ
の
参
加
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
、
一

八
〇
七
年
九
～
一
〇
月
、
露
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
ド
イ
ツ
中
央
部
の
町
エ

ル
フ
ル
ト
で
会
談
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
属
領
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
「
自
由
処
分
」

を
約
束
し
た
。
一
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
同
盟
関
係
樹
立
を
模
索

し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ
れ
に
は
応
じ
ず
、
デ
ン
マ
ー
ク
や
ロ
シ
ア
と
の
間
で
戦

端
を
開
い
た
。
そ
こ
で
露
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
ナ
ポ
レ

オ
ン
一
世
と
の
和
解
を
持
ち
か
け
た
が
、
グ
ス
タ
フ
四
世
の
拒
否
で
ロ
シ
ア
・
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
争
（
一
八
〇
八
～
〇
九
年
）
へ
と
突
入
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
フ
ラ

ン
ス
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
対
し
て
宣
戦
布
告
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
戦
い
に
敗
れ

た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
九
月
一
七
日
、
フ
レ
デ
リ
ク
ス
ハ
ム
ンFredriksham

 
          

n  

条
約
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
オ
ー
ラ
ン
ド
諸
島
の
割
譲
を
ロ
シ
ア
に
認
め
、
翌
年
一

月
に
結
ん
だ
パ
リ
条
約
で
大
陸
封
鎖
令
に
従
う
こ
と
を
約
束
し
た
。
ま
た
同
年
五

月
一
七
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
大
陸
封
鎖
令
違
反
を
理
由
に
教
皇
領
併
合
を
布

告
し
、
教
皇
ピ
ウ
ス
七
世
は
破
門
で
対
抗
し
た
が
七
月
六
日
に
は
逮
捕
さ
れ
て
サ

ヴ
ォ
ナ
に
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
（
一
八
一
二
年
、
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
城
に

幽
閉
）。
そ
し
て
、
一
八
一
〇
年
七
月
に
オ
ラ
ン
ダ
王
国
、
一
二
月
に
は
ハ
ン
ブ
ル

ク
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
な
ど
の
ハ
ン
ザ
都
市
に
加
え
て
従
属
国
の
一
つ
で
あ
っ
た
オ

ル
デ
ン
ブ
ル
ク
公
国
を
併
合
し
て
最
大
版
図
を
実
現
し
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
」
が

完
成
し
た
の
で
あ
っ
た 
。

　
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
の
完
成
は
、
そ
の
反
動
で
さ
ま
ざ
ま
な
反
ナ
ポ
レ

オ
ン
運
動
を
生
み
出
し
た
。
例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
の
覇

権
に
挑
戦
す
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
の
同
盟
国
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
に
進
軍
し
、
イ
ギ

リ
ス
と
と
も
に
第
五
回
対
仏
大
同
盟
（
一
八
〇
九
年
）
を
結
成
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ

ン
一
世
は
急
遽
二
〇
万
の
大
軍
で
進
撃
し
、
五
月
三
日
に
は
ウ
ィ
ー
ン
を
占
領

し
、
ア
ス
ペ
ル
ン
＝
エ
ス
リ
ン
グAspern-Essling

 
             
の
会
戦
（
五
月
二
一
～
二

二
日
）
で
は
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
も
の
の
、
七
月
五
～
六
日
の
ワ
グ
ラ
ム

W
agram

 
     

の
戦
い
で
は
イ
タ
リ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
バ
イ
エ
ル
ン
の
支
援
を
受
け

て
勝
利
を
収
め
た
。
一
〇
月
一
四
日
、
ウ
ィ
ー
ン
で
締
結
さ
れ
た
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル

ンSchönbrunn

 
         
条
約
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
ト
リ
エ
ス
テ
と
ダ
ル
マ
テ
ィ
ア

を
、
バ
イ
エ
ル
ン
王
国
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
と
テ
ィ
ロ
ル
を
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
は

北
部
ガ
ル
ツ
ィ
ア
と
ル
ブ
リ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
し
、
参
戦
し
て
い
な
い
ロ
シ
ア

も
東
部
ガ
ル
ツ
ィ
ア
を
得
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
一
時
的
に
内

陸
国
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
陸
軍
を
一
五
万
人
に
制
限
さ
れ
、
さ
ら
に
は
八
五

〇
〇
万
フ
ラ
ン
の
賠
償
金
を
課
せ
ら
れ
る
な
ど
の
屈
辱
を
味
わ
っ
た
。
ま
た
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
一
世
の
支
配
に
屈
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
シ
ュ
タ
イ
ン
首
相
、
ハ
ル
デ

註
⑪

一
一

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
国
民
意
識
の
覚
醒
に
つ
い
て
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ン
ベ
ル
ク
首
相
に
よ
る
「
プ
ロ
イ
セ
ン
改
革
」（
一
八
〇
七
～
一
四
年
）
と
い
う

〈
上
か
ら
の
近
代
化
〉
を
断
行
し
た 
。

　
一
方
、
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の
向
こ
う
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
民
衆
の
抵
抗
が
半
島
戦
争

に
発
展
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
の
ス
ペ
イ
ン
王
国
ボ
ル
ボ
ン
朝
で
は
、
国
王

カ
ル
ロ
ス
四
世
が
宰
相
マ
ヌ
エ
ル
・
ゴ
ド
イ
を
登
用
し
て
仏
＝
ブ
ル
ボ
ン
家
と
の

同
族
利
害
重
視
の
外
交
を
展
開
し
て
い
た
が
、
一
七
九
三
年
以
降
は
戦
争
状
態
が

続
い
た
。
そ
し
て
「
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
反
動
」
後
は
一
転
し
て
友
好
関
係
を
維
持

し
、
総
裁
政
府
と
の
間
で
バ
ー
ゼ
ル
平
和
条
約
（
一
七
九
五
年
七
月
二
二
日
）
を

締
結
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
七
九
六
年
八
月
の
サ
ン
・
イ
ル
デ
フ
ォ
ン
ソ
条
約

締
結
で
今
度
は
イ
ギ
リ
ス
と
戦
端
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
一
八
〇
一
年
に
は
仏
西

連
合
軍
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
ブ
ラ
ガ
ン
サ
朝
へ
の
侵
攻
に
発
展
し
た
。
一
八

〇
七
年
七
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
側
で
唯
一
イ
ギ
リ

ス
と
結
ん
で
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
対
し
て
、
大
陸
封
鎖
令
の
遵
守
と
イ
ギ
リ
ス
と

の
同
盟
関
係
の
破
棄
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
一
〇
月
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
宰
相
ゴ
ド

イ
と
の
間
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
南
端
の
ア
ル
ガ
ル
ヴ
ェ
と
中
南
部
ア
レ
ン
テ
ー
ジ
ョ
の

付
与
を
交
換
条
件
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
領
内
に
お
け
る
仏
軍
の
通
過
権
を
要
求
し
、

フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ーFontainebleau

 
            
条
約
（
一
〇
月
二
七
日
）
と
し
て
結
実

し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
言
質
を
真
に
受
け
た
ゴ
ド
イ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ュ

ノ
将
軍Junot

 
    
率
い
る
仏
西
連
合
軍
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
侵
攻
を
開
始
し
た
が
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
真
の
狙
い
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
の
進
軍
の
み
な
ら
ず
、
ス
ペ
イ

ン
北
部
・
中
央
部
の
要
衝
を
抑
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
そ
の
こ
と
に
気

づ
い
た
ゴ
ド
イ
は
、
ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
離
宮
に
滞
在
し
て
い
た
王
室
を
南
部
へ
と
退

避
さ
せ
た
が
時
す
で
に
遅
く
、
三
月
一
七
日
に
は
反
ゴ
ド
イ
派
貴
族
が
扇
動
す
る

民
衆
暴
動
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
カ
ル
ロ
ス
四
世
は
退
位
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
民
衆
の
支
持
を
受
け
た
息
子
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
七
世
が
即
位
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
七
世
は
民
衆
の
熱
狂
的
歓
迎
の
な
か
で
首
都
マ
ド
リ
ー

註
⑫

ド
入
り
を
果
た
し
た
が
、
父
王
カ
ル
ロ
ス
四
世
が
退
位
宣
言
を
撤
回
し
た
た
め
に

深
刻
な
父
子
対
立
に
発
展
し
た
。
そ
こ
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
言
葉
巧
み
に
ス

ペ
イ
ン
王
室
の
父
子
を
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
の
麓
の
町
バ
イ
ヨ
ン
ヌ
に
呼
び
出
し
、
マ

ド
リ
ー
ド
に
残
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
パ
ウ
ラ
王
子
も
フ
ラ
ン
ス
に
移

る
よ
う
画
策
し
た
。
五
月
二
日
朝
、
宮
廷
を
出
発
せ
ん
と
す
る
王
子
を
阻
止
し
よ

う
と
マ
ド
リ
ー
ド
市
民
が
蜂
起
し
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
兵
と
の
衝
突
に
発
展
し
た

（
一
八
〇
八
～
一
四
年
、
半
島
戦
争
）。
宮
廷
画
家
ゴ
ヤG

oya

 
   
の
名
作
『
五
月
三

日
』
は
、　
翌
三
日
に
か
け
て
の
仏
軍
に
よ
る
虐
殺
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
カ
ル
ロ
ス
四
世
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
七
世
の
双
方

に
多
額
の
年
金
と
引
き
換
え
に
退
位
を
強
制
し
、
六
月
四
日
に
は
自
分
の
兄
ジ
ョ

ゼ
フ
（
ナ
ポ
リ
王
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
一
世
）
を
西
王
ホ
セ
一
世José

I

 
     
（
在
位
一
八
〇

八
～
一
三
）
と
し
て
即
位
さ
せ
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
朝
（
一
八
〇
八
～
一
三
年
）
を
成

立
さ
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ペ
イ
ン
各
地
に
抵
抗
組
織
「
地
区
評
議
会
」
が

結
成
さ
れ
、
九
月
に
は
一
三
の
地
区
評
議
会
を
束
ね
る
「
中
央
評
議
会
」
に
発
展

し
た
。
彼
ら
は
七
月
一
九
日
の
バ
イ
レ
ンBairén

 
     
の
戦
い
で
仏
軍
に
勝
利
を
収

め
、
ホ
セ
一
世
を
マ
ド
リ
ー
ド
か
ら
追
放
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
驚
い
た
ナ
ポ

レ
オ
ン
一
世
は
、
一
〇
月
一
二
日
の
エ
ル
フ
ル
ト
協
定
で
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
フ

ラ
ン
ス
に
対
し
て
戦
争
を
起
こ
し
た
場
合
、
ロ
シ
ア
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
し
て

敵
対
す
る
宣
言
を
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
共
通
の
利
益
の
た
め
に
手
を
結
ぶ
」（
仏
露
協

定
第
一
〇
条
）
こ
と
を
約
束
し
、
後
方
の
安
全
を
確
保
し
た
気
に
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
協
定
の
交
渉
を
委
任
さ
れ
て
い
た
侍
従
長
タ
レ
ー
ラ
ン
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

一
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
制
覇
と
い
う
野
望
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
露
墺
同
盟
が
不
可

欠
と
考
え
て
、
協
定
文
の
中
に
「
ロ
シ
ア
の
対
墺
軍
事
行
動
」
と
い
う
文
言
を
意

識
的
に
入
れ
な
か
っ
た
（「
タ
レ
ー
ラ
ン
の
裏
切
り
」）。
ま
た
彼
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
駐
仏
大
使
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
（
後
の
墺
外
相
・
宰
相
）
に
対
し
て
、
露
帝
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
一
世
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
侵
攻
の
意
志
が
な
い
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。

岡
　
﨑
　
賢
　
治

一
二
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そ
う
と
も
知
ら
ず
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
自
ら
大
陸
軍
を
率
い
て
ス
ペ
イ
ン
を
攻

撃
し
、
一
二
月
四
日
に
は
マ
ド
リ
ー
ド
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
タ
レ
ー
ラ
ン
と
警

察
大
臣
フ
ー
シ
ェJoseph

Fouché

 
            
の
策
謀
や
墺
軍
の
作
戦
行
動
を
知
ら
さ
れ

た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
急
遽
パ
リ
に
戻
り
、
即
刻
タ
レ
ー
ラ
ン
を
罷
免
し
た
。
し

か
し
、
一
八
一
二
年
に
な
っ
て
ロ
シ
ア
遠
征
の
必
要
か
ら
ス
ペ
イ
ン
派
遣
軍
の
一

部
を
引
き
上
げ
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
駐
屯
し
て
い
た
英
軍
が
進
撃
を
開
始
し
、

七
月
二
二
日
、
ア
ラ
ピ
レ
スArapiles

 
       
の
戦
い
で
大
勝
利
を
収
め
た
。
ホ
セ
一
世

は
宮
廷
を
バ
リ
ャ
ド
リ
ー
に
遷
し
て
反
撃
を
試
み
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
民
衆
の
ゲ
リ

ラ
活
動
や
英
葡
両
軍
の
軍
事
力
の
方
が
上
回
り
、
翌
年
六
月
末
に
は
フ
ラ
ン
ス
国

境
へ
と
逃
れ
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
の
座
か
ら
退
い
た 
。

　
話
を
、
大
陸
封
鎖
令
ま
で
戻
そ
う
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
の
栄
光
か
ら
挫
折
へ
と

潮
目
が
変
わ
る
の
は
、
一
八
一
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

一
世
が
ハ
ン
ザ
都
市
や
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
公
国
を
併
合
す
る
と
、
ロ
シ
ア
帝
国
内

に
は
フ
ラ
ン
ス
へ
の
警
戒
心
が
一
気
に
高
ま
り
、
中
立
国
船
舶
の
ロ
シ
ア
入
港
を

許
可
す
る
と
と
も
に
、
絹
織
物
や
ワ
イ
ン
な
ど
フ
ラ
ン
ス
製
品
に
対
す
る
関
税
引

き
上
げ
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
思
っ
た
ほ
ど
効
果
の
上
が
ら
な
い
大
陸
封
鎖
の
実

情
を
見
て
取
っ
た
ロ
シ
ア
の
大
胆
な
政
策
変
更
を
意
味
し
て
い
た
が
、
一
八
〇
四

年
か
ら
の
対
ペ
ル
シ
ア
戦
争
や
〇
六
年
か
ら
の
露
土
戦
争
（
～
一
二
年
）
を
有
利

に
進
め
た
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
戦
争
に
勝
利
を
収
め
た
こ
と

で
強
気
に
出
た
と
も
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
、
対
ロ
シ
ア

戦
争
を
意
識
し
て
一
八
一
一
年
以
降
の
国
家
予
算
の
大
幅
増
額
を
指
示
し
、
陸
軍

省
・
海
軍
植
民
地
省
の
予
算
は
予
算
総
額
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
至
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
（
富
裕
市
民
）
層
が
経
済
不

況
に
苛
立
ち
を
募
ら
せ
、
都
市
民
衆
や
農
民
た
ち
は
食
糧
危
機
や
増
税
、
物
価
上

昇
、
そ
し
て
徴
兵
に
苦
し
ん
で
い
た
。
特
に
一
八
一
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の

凶
作
は
庶
民
の
暮
ら
し
を
直
撃
し
、
一
八
一
二
年
三
月
、
カ
ー
ン
で
は
食
糧
暴
動

註
⑬

が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
〇
四
年
二
月
に
創
設
さ
れ
た
「
一
括
税
」（
間

接
税
）
は
翌
年
段
階
で
は
総
額
五
三
〇
〇
万
フ
ラ
ン
だ
っ
た
が
、
増
税
が
続
い
た

結
果
、
一
八
一
〇
年
に
は
一
億
四
五
〇
〇
万
フ
ラ
ン
に
ま
で
達
し
、
一
八
一
一
年

の
歳
入
予
算
総
額
一
〇
億
五
六
〇
〇
万
フ
ラ
ン
に
占
め
る
間
接
税
四
億
六
五
〇
〇

万
フ
ラ
ン
（
登
記
印
紙
税
一
億
八
九
〇
〇
万
フ
ラ
ン
・
関
税
一
億
四
八
〇
〇
万
フ

ラ
ン
・
そ
の
他
一
億
二
八
〇
〇
万
フ
ラ
ン
）
の
割
合
は
約
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
一
八
一
二
年
二
月
二
四
日
に
プ
ロ
イ

セ
ン
、
そ
し
て
三
月
一
四
日
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
軍
事
同
盟
を
締
結
し
て
対
ロ
シ

ア
戦
に
備
え
、
ロ
シ
ア
も
四
月
七
日
に
「
通
商
の
自
由
」
を
宣
言
し
て
「
大
陸
制

度
」Systèm

e
continental

      
             
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
、
九
日
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

と
の
軍
事
同
盟
を
締
結
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
の
対
決
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
こ
う
し
た
内
外
の
閉
塞
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
ロ
シ
ア

遠
征
を
決
断
し
た
。
一
八
一
二
年
五
月
九
日
に
サ
ン
＝
ク
ル
ー
宮
殿
を
発
っ
た
ナ

ポ
レ
オ
ン
一
世
は
、
ザ
ク
セ
ン
の
首
都
ド
レ
ス
デ
ン
に
寄
っ
た
後
で
ワ
ル
シ
ャ
ワ

公
国
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
を
通
過
し
、
ネ
マ
ン
川
を
渡
っ
て
ロ
シ
ア
帝
国
領
内
へ

と
侵
攻
し
た
。
召
集
時
の
大
陸
軍
は
、
皇
帝
直
属
の
中
央
攻
撃
軍
二
五
万
人
、
ボ

ア
ル
ネ
公
と
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
指
揮
す
る
前
線
軍
一
五
万
人
、
遊
撃

部
隊
六
・
七
万
人
、
予
備
軍
二
二
・
五
万
人
の
総
勢
約
六
九
万
人
を
超
え
る
大
軍

で
あ
っ
た
（
以
下
、
大
陸
軍
の
兵
員
数
は
異
説
が
多
い
の
で
一
つ
の
説
と
理
解
し

て
ほ
し
い
）。
し
か
し
、
そ
の
内
訳
は
仏
軍
が
四
五
万
人
で
、
残
り
の
同
盟
軍
は

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ヴ
ェ

ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
、
そ
の
他
の
ラ
イ
ン
同
盟
諸
邦
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ク

ロ
ア
テ
ィ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
な
る
混
成
部
隊
で

あ
っ
た
。
六
月
二
三
日
、
大
陸
軍
は
露
領
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
進
軍
を
開
始
し
た

が
、
迎
え
撃
つ
露
軍
約
九
〇
万
人
を
指
揮
し
た
バ
ル
ク
ラ
イ
司
令
官
は
戦
力
を
温

存
し
た
ま
ま
退
却
を
繰
り
返
す
焦
土
作
戦
を
と
り
、
遊
撃
隊
の
コ
サ
ッ
ク
騎
兵
や

一
三

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
国
民
意
識
の
覚
醒
に
つ
い
て
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露
軍
別
働
隊
が
大
陸
軍
の
補
給
線
や
側
背
を
脅
か
し
た
。
そ
の
た
め
大
陸
軍
は
脱

落
者
が
相
次
ぎ
、
ネ
マ
ン
川
を
渡
る
と
き
に
四
七
・
五
万
人
、
七
月
の
ヴ
ィ
ル
テ

ブ
ル
ク
で
三
七
・
五
万
人
、
八
月
一
七
日
の
ス
モ
レ
ン
ス
クSm

olensk

 
 
      
の
戦
い

で
一
五
・
五
万
人
、
九
月
七
日
の
ボ
ロ
デ
ィ
ノBorodino

 
       
の
戦
い
で
一
三
万
人

と
減
少
し
続
け
た
。
ス
モ
レ
ン
ス
ク
に
お
け
る
戦
闘
後
、
ロ
シ
ア
の
司
令
官
は
ミ

ハ
イ
ル
・
ク
ト
ゥ
ー
ゾ
フ
に
代
わ
っ
た
が
露
軍
の
焦
土
作
戦
に
変
化
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
九
月
一
五
日
、
大
陸
軍
一
一
万
人
が
モ
ス
ク
ワ
入
城
を
果
た
し
た
時
、

そ
の
晩
の
う
ち
に
市
内
各
地
か
ら
火
の
手
が
上
が
り
、
三
日
間
燃
え
続
け
る
大
火

と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
大
陸
軍
は
冬
を
前
に
ロ
シ
ア
の
打
倒
ば
か
り
か
食
糧
・
医

薬
品
の
入
手
に
も
失
敗
し
、
一
〇
月
一
九
日
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
退
却
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
時
に
は
一
〇
万
人
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
一
〇
月
二
四
日
の
マ
ロ

ヤ
ロ
ス
ラ
ヴ
ェ
ツM

aloyaroslavets

 
              
の
戦
い
で
は
辛
う
じ
て
勝
利
を
収
め
た

が
、
一
一
月
に
入
る
と
飢
え
や
寒
さ
、
疾
病
に
よ
る
死
者
・
脱
落
者
が
相
次
ぎ
、

脱
走
兵
も
急
増
し
た
。
一
一
月
三
日
の
ヴ
ャ
ジ
マ
で
五
万
人
、
一
一
月
九
日
の
ス

モ
レ
ン
ス
ク
で
三
・
七
万
人
、
一
一
月
二
八
日
の
ベ
レ
ジ
ナ
川
で
三
万
人
と
兵
力

が
激
減
し
、
一
二
月
五
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
娘
婿
ジ
ョ
ア
シ
ャ
ン
・
ミ
ュ
ラ

（
ナ
ポ
リ
王
ジ
ョ
ア
ッ
キ
ー
ノ
一
世
）に
後
事
を
託
し
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
し

か
し
、
そ
の
ミ
ュ
ラ
元
帥
も
ナ
ポ
リ
王
国
を
守
る
た
め
に
ボ
ア
ル
ネ
公
に
部
隊
を

託
し
て
脱
走
し
、
ネ
マ
ン
川
を
渡
る
と
き
の
大
陸
軍
は
僅
か
五
〇
〇
〇
人
の
兵
士

に
な
っ
て
い
た
と
言
う
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
敗
北
の
報
せ
は
瞬
く
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
を
駆
け
巡
り
、
諸
国
民

は
一
斉
に
解
放
戦
争
（
諸
国
民
戦
争
）Befreiungskriege

 
               
に
立
ち
上
が
っ
た
。

ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
に
よ
る
大
陸
制
覇
は
侵
略
者
フ
ラ
ン
ス
に
対
す
る
反
発
か
ら

「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」nationalism

 
          

を
呼
び
起
こ
し
、
各
国
の
民
衆
間
に
「
国
民

意
識
」
を
植
え
付
け
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
一
二
月
三
〇
日
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
将

軍
ヨ
ル
ク
が
独
断
で
タ
ウ
ロ
ッ
ゲ
ンTauroggen

 
        
協
定
を
結
び
、
露
軍
の
領
内
通

過
を
認
め
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
れ
を
契
機
に
ベ
ル
リ
ン
や
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

な
ど
大
都
市
で
反
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
標
榜
し
た
民
衆
反
乱
が
発
生
し
た
。
一
八
一
三

年
二
月
二
二
日
、
プ
ロ
イ
セ
ン
は
ロ
シ
ア
と
の
軍
事
同
盟
（
カ
ー
リ
ッ
シ
ュ

K
alisch

 
      
条
約
）を
成
立
さ
せ
て
旧
領
の
奪
回
に
乗
り
出
し
、
三
月
一
七
日
に
は
正

式
に
対
仏
宣
戦
布
告
を
発
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
、
新
兵
を
徴
募
（
一
月
一
一
日
に
三
五
万

人
、
四
月
三
日
に
一
八
万
人
、
八
月
に
三
万
人
、
一
〇
月
に
二
八
万
人
の
徴
兵
令

布
告
）
し
て
仏
軍
の
再
建
を
急
い
だ
。
何
故
な
ら
、
ロ
シ
ア
遠
征
で
多
く
の
戦
死

者
・
捕
虜
・
脱
走
兵
を
出
し
た
仏
軍
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
派
遣
軍
を
除
く
と
約
七
万

五
〇
〇
〇
人
の
兵
力
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア

遠
征
軍
の
敗
北
は
、
国
民
の
急
激
な
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
離
れ
」
を
引
き
起
こ
し
、
参

事
会
調
査
官
の
記
録
に
よ
る
と
約
二
五
万
人
も
の
徴
兵
拒
否
者
が
で
て
い
る
。
四

月
一
五
日
、
サ
ン
＝
ク
ル
ー
宮
殿
を
出
発
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
二
〇
万
人
は
ザ
ク

セ
ン
に
入
り
、
リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
　Lützen

      
の
戦
い
（
五
月
二
日
）、
バ
ウ
ツ
ェ
ン

Bautzen

       
の
戦
い
（
五
月
二
〇
～
二
一
日
）
に
お
い
て
普
露
同
盟
軍
を
敗
走
さ
せ
、

六
月
四
日
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
仲
介
で
休
戦
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
成
功
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
間
に
も
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
率
い
る
英
葡
西
同
盟
軍

が
仏
軍
を
圧
倒
し
て
北
上
し
て
い
た
。
七
月
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
、
そ
し
て
休
戦

期
間
（
～
八
月
一
〇
日
）
が
終
了
し
た
八
月
一
二
日
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
第
六

回
対
仏
大
同
盟
に
参
加
し
、
一
〇
月
に
は
長
年
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た

バ
イ
エ
ル
ン
王
国
が
敵
側
に
走
っ
た
。
八
月
以
降
、
仏
軍
の
劣
勢
は
誰
の
目
に
も

明
ら
か
と
な
り
、
一
〇
月
一
六
～
一
九
日
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒLeipzig

 
      
の
戦
い
で

は
、
仏
軍
一
九
万
人
が
同
盟
軍
三
六
万
人
に
包
囲
攻
撃
さ
れ
、
戦
死
者
四
万
人
・

捕
虜
三
万
人
を
出
し
て
敗
走
し
た
。
戦
闘
最
中
の
一
八
日
に
ザ
ク
セ
ン
と
ヴ
ュ
ル

テ
ン
ベ
ル
ク
が
同
盟
側
に
寝
返
っ
た
の
に
続
い
て
、
一
一
月
二
日
ヘ
ッ
セ
ン
、
三

日
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
二
〇
日
バ
ー
デ
ン
と
相
次
い
で
同
盟
条
約
を
締
結
し
、

岡
　
﨑
　
賢
　
治

一
四
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ラ
イ
ン
同
盟
は
完
全
に
崩
壊
し
た
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
仏
軍
撤
退
後
の
一
二

月
二
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
支
援
を
受
け
た
オ
ラ
ニ
エ
公
ウ
ィ
レ
ム
一
世
が
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
に
入
城
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
一
〇
月
八
日
に
仏
軍
が
敗
北

し
、
一
二
月
一
一
日
の
ヴ
ァ
ラ
ン
セValençay

 
       
条
約
締
結
で
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
七

世
の
即
位
を
承
認
し
た
。

　
一
方
、
一
一
月
九
日
に
パ
リ
に
戻
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
一
九
日
、
新
た
に

一
五
万
人
の
徴
兵
を
決
め
て
軍
勢
の
立
て
直
し
に
着
手
し
た
が
、
翌
一
四
年
一
月

に
は
同
盟
軍
が
フ
ラ
ン
ス
東
部
に
侵
攻
し
て
き
た
。
同
月
二
五
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

一
世
は
兄
ジ
ョ
ゼ
フ
に
首
都
防
衛
を
任
せ
て
、
同
盟
軍
を
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方

で
迎
撃
し
た
。
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
は
最
初
の
う
ち
こ
そ
勝
利
し
た
が
、
南

方
で
は
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
軍
が
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
を
越
え
て
フ
ラ
ン
ス
に
侵
攻
し
、
ボ

ル
ド
ー
や
リ
ヨ
ン
が
占
領
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
三
月
三
一
日
、
つ
い
に
パ
リ
が
陥

落
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
パ
リ
南
東
の
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
宮
殿
へ
と
逃
れ

た
。
そ
し
て
、
敗
戦
と
国
土
の
荒
廃
を
目
の
当
た
り
に
し
た
国
民
、
と
り
わ
け
名

望
家
層
の
間
に
は
皇
帝
不
信
と
和
平
待
望
の
気
運
が
急
速
に
広
ま
っ
た
。
四
月
一

日
、
元
老
院
は
タ
レ
ー
ラ
ン
を
首
班
と
す
る
臨
時
政
府
の
樹
立
を
宣
言
し
、
翌
日

に
は
皇
帝
廃
位
を
決
議
し
た（
三
日
に
は
立
法
院
も
皇
帝
廃
位
を
決
議
）。
そ
れ
に

対
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
、
四
月
三
日
、
近
衛
部
隊
に
パ
リ
突
撃
を
下
知
し
た

が
、
マ
ル
モ
ン
元
帥M
arm
ont

 
   
   
な
ど
将
軍
た
ち
の
反
対
（
四
月
四
日
「
将
軍
連

の
反
乱
」）
に
遭
い
、
つ
い
に
観
念
し
た
。
六
日
に
は
退
位
宣
言
へ
の
署
名
に
追
い

込
ま
れ
、
一
一
日
に
は
同
盟
軍
に
対
し
て
無
条
件
退
位
を
承
諾
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ

ン
一
世
は
得
意
の
絶
頂
に
あ
っ
た
一
八
〇
九
年
一
二
月
一
五
日
に
妻
ジ
ョ
ゼ

フ
ィ
ー
ヌ
と
正
式
離
婚
し
、
翌
一
〇
年
四
月
一
日
、
墺
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
（
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
家
）
の
娘
マ
リ
・
ル
イ
ー
ズM

aria
Louisa

 
           
（
一
七
九
一
～
一
八
四

七
）
と
再
婚
し
て
い
た
が
、
一
八
一
四
年
三
月
二
九
日
、
フ
ラ
ン
ツ
一
世
の
使
者

を
名
乗
る
人
物
が
現
れ
て
妻
と
嫡
男
（
ロ
ー
マ
王
ナ
ポ
レ
オ
ン
二
世N

apoléon

 
        

II   
、
一
八
一
一
～
三
二
）
を
ウ
ィ
ー
ン
へ
と
連
れ
去
っ
て
い
る
。　

　
す
べ
て
を
失
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
自
殺
を
図
っ
た
が
未
遂
に
終
わ
り
、
四
月
二

〇
日
、
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
宮
殿
の
「
告
別
の
庭
」
に
面
し
た
馬
蹄
形
階
段
の

上
で
兵
士
た
ち
に
別
れ
を
告
げ
、
五
月
四
日
に
は
故
郷
コ
ル
シ
カ
島
に
近
い
エ
ル

バ
島
へ
と
流
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
五
月
二
九
日
に
は
、
長
く
連
れ
添
っ

た
前
妻
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ヌ
が
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
マ
ル
メ
ゾ
ン
城
で
亡
く
な
っ
て

い
る
。
気
落
ち
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
妻
マ
リ
・
ル
イ
ー
ズ
と
息
子
を
呼
び
寄
せ

る
手
紙
を
書
い
た
。
だ
が
、
ウ
ィ
ー
ン
へ
戻
っ
て
ナ
イ
ペ
ル
ク
伯
爵
に
心
を
寄
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
マ
リ
・
ル
イ
ー
ズ
か
ら
の
便
り
が
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
九

月
一
日
、
替
わ
り
に
来
島
し
た
の
は
愛
人
の
ヴ
ァ
レ
フ
ス
カ
伯
爵
夫
人
マ
リ
ア

M
arie

 
    
　W

alew
ska

 
    
   
（
一
七
八
六
～
一
八
一
六
）
と
そ
の
子
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

Alexandre

         
（
一
八
一
〇
～
六
八
）
だ
っ
た
が
、
三
日
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
二
人

を
帰
し
て
い
る 
。

　
さ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
失
脚
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
タ
レ
ー
ラ
ン
の
働
き
で
ブ
ル

ボ
ン
朝
が
復
活
し
、
一
八
一
四
年
五
月
三
日
に
亡
命
先
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
戻
っ
た

ル
イ
一
八
世Louis

XVIII

 
          
（
ル
イ
一
六
世
の
弟
、
在
位
一
八
一
四
～
一
五
、
一

五
～
二
四
）
が
即
位
し
た
。
そ
し
て
、
一
三
日
に
新
政
府
が
樹
立
さ
れ
、
三
〇
日

の
第
一
次
パ
リ
講
和
条
約
締
結
で
フ
ラ
ン
ス
の
国
境
線
は
一
七
九
二
年
の
そ
れ
に

戻
す
こ
と
で
決
着
し
た
。
ま
た
、
六
月
四
日
の
「
一
八
一
四
年
憲
章
」Charte

 
      

constitutionnelle
de
1814

                         
の
公
布
で
立
憲
王
政
が
復
活
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ブ
ル
ボ
ン
復
古
王
朝
の
成
立
を
歓
迎
し
た
の
は
ご
く
一
部
の
旧
貴
族
や
王
党

派
だ
け
で
、
多
く
の
国
民
は
新
政
府
の
反
動
的
な
政
策
に
幻
滅
し
、
軍
人
や
貧
困

大
衆
ば
か
り
か
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
層
ま
で
が
反
政
府
側
に
ま
わ
っ
た
。
そ
し
て
九
月
一

日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
混
乱
の
渦
に
巻
き
込
ん
で
き
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
戦
争
の
後
始
末
を
相
談
す
る
ウ
ィ
ー
ン
会
議
が
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
参
加
列
国
の
利
害
が
錯
綜
し
て
な
か

註
⑭

一
五

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
国
民
意
識
の
覚
醒
に
つ
い
て
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な
か
結
論
を
見
い
だ
せ
な
い
で
い
た
翌
一
五
年
二
月
二
六
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
兵

士
約
七
〇
〇
人
と
と
も
に
七
隻
の
船
に
分
乗
し
て
エ
ル
バ
島
か
ら
の
脱
出
を
試
み

た
。
三
月
一
日
、
ゴ
ル
フ
・
ジ
ュ
ア
ン
に
上
陸
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
カ
ン
ヌ
の

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
ド
・
ボ
ン
ボ
ヤ
ー
ジ
ュ
教
会
に
野
営
し
た
後
、
ド
ー
フ
ィ
ネ
の

山
地
を
通
っ
て
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
至
る
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
街
道
」
を
経
て
リ
ヨ
ン
に

入
り
、
三
月
二
〇
日
に
は
パ
リ
の
テ
ュ
イ
ル
リ
宮
殿
の
主
と
な
っ
た
。
当
時
の
新

聞
の
見
出
し
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
最
後
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
歓
迎
一
色
と
化
し

た
。

　
こ
う
し
て
皇
帝
に
復
位
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
（
富
裕
市
民
）

層
の
支
持
を
固
め
る
た
め
に
革
命
期
に
行
わ
れ
た
国
有
地
売
却
の
不
可
侵
性
を
改

め
て
宣
言
し
、
そ
れ
ま
で
仲
違
い
を
し
て
い
た
弟
リ
ュ
シ
ア
ン
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
議
会
権
限
の
拡
大
や
思
想
・
出
版
の
自
由
を
認
め
る
な
ど
自
由
主
義
的
改
革

を
断
行
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
パ
リ
へ
の
北
上
の
途
中
、
リ
ヨ
ン
で
帝
国
憲
法
改

正
を
表
明
し
て
い
た
が
、
四
月
二
四
日
、
自
由
主
義
者
バ
ン
ジ
ャ
マ
ン
・
コ
ン
ス

タ
ンH

enri-Benjam
in
Constantde

Rebecque

 
           
                       
が
起
草
し
た
憲
法
改
正
案

を
帝
国
憲
法
（
一
七
九
九
年
一
二
月
一
三
日
憲
法
、
一
八
〇
二
年
八
月
二
日
元
老

院
令
、
一
八
〇
四
年
五
月
一
八
日
元
老
院
令
）
附
加
法
と
し
て
発
表
し
た
。
附
加

法
に
よ
っ
て
議
会
は
、
皇
帝
の
指
名
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
貴
族
院
と
選
挙
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
る
衆
議
院
の
二
院
制
と
な
り
、
立
法
権
は
皇
帝
と
両
院
が
行
使
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
（
但
し
、
法
案
発
議
権
は
政
府
の
み
に
あ
り
、
両
院
に
与
え
ら

れ
た
の
は
修
正
案
提
出
権
で
あ
る
）。
ま
た
、
こ
の
附
加
法
で
は
法
の
前
の
平
等
、

信
仰
・
思
想
・
出
版
の
自
由
を
謳
い
、
封
建
貴
族
・
封
建
的
諸
権
利
・
領
主
権
・

教
会
十
分
の
一
税
な
ど
の
復
活
を
認
め
な
い
と
し
て
国
有
財
産
売
却
の
確
定
を
宣

言
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
自
由
主
義
憲
法
に
対
す
る
名
望
家
た
ち
の
反
応
は

冷
た
く
、
彼
ら
の
気
持
ち
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
か
ら
離
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
六
月
一

日
、
パ
リ
の
シ
ャ
ン
・
ド
・
マ
ル
ス
公
園
で
新
憲
法
発
布
の
式
典
が
開
催
さ
れ
、

カ
ン
バ
セ
レ
ス
か
ら
「
国
民
投
票
の
結
果
、
帝
国
憲
法
附
加
法
が
賛
成
一
五
三
万

二
五
二
七
票
・
反
対
四
八
〇
二
票
の
圧
倒
的
多
数
で
承
認
さ
れ
た
」
と
い
う
報
告

が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
五
月
に
行
わ
れ
た
選
挙
を
受
け
て
六
月
三
日
に
召
集
さ

れ
た
衆
議
院
議
員
六
二
九
名
の
ほ
と
ん
ど
は
名
望
家
た
ち
で
あ
り
、
皇
帝
に
忠
誠

を
誓
う
議
員
は
三
〇
名
に
満
た
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
一
方
、
四
月
半
ば
以

降
、
ナ
ン
ト
や
レ
ン
ヌ
な
ど
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
で
起
き
た
フ
ォ
ブ
ー
ル
連
盟
運

動
は
短
期
間
の
う
ち
に
全
国
各
地
に
広
ま
っ
た
。
し
か
し
、
革
命
期
を
想
起
さ
せ

る
こ
の
運
動
は
、
パ
リ
の
場
合
は
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
に
よ
る
中
産
階
級
中
心
の
運
動

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
が
指
導
す
る
手
工
業
者
や
労
働
者
の

運
動
で
あ
っ
た
。
都
市
民
衆
の
政
治
運
動
に
恐
怖
心
や
嫌
悪
感
を
抱
い
て
い
た
ナ

ポ
レ
オ
ン
一
世
は
、
フ
ォ
ブ
ー
ル
連
盟
運
動
に
肩
入
れ
す
る
こ
と
を
避
け
て
名
望

家
層
に
接
近
す
る
が
、
も
は
や
か
つ
て
の
権
威
や
カ
リ
ス
マ
性
は
色
あ
せ
、
統
治

能
力
の
脆
弱
性
は
隠
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。

　
一
方
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
復
権
の
報
せ
に
驚
い
た
英
墺
普
露
四
カ
国
は
、
三
月
二
五

日
、
そ
れ
ぞ
れ
一
五
万
人
の
兵
士
の
供
出
、
二
〇
年
間
に
わ
た
る
同
盟
関
係
の
維

持
を
約
束
し
た
シ
ョ
ー
モ
ンChaum

ont

 
    
   
条
約（
一
八
一
四
年
）を
再
確
認
し
、
フ

ラ
ン
ス
国
境
に
約
七
〇
～
八
〇
万
人
（
一
説
に
よ
る
と
六
五
万
）
の
兵
力
を
集
結

さ
せ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
は
、
六
月
一
二
日
、
第
七
回
対
仏
大

同
盟
軍
の
態
勢
が
整
う
前
に
こ
れ
を
撃
破
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て
出
撃
し

た
。
仏
軍
の
兵
力
は
一
二
万
四
〇
〇
〇
人
で
、
迎
え
撃
つ
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
公
ア
ー

サ
ー
・
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
（
後
の
首
相
）
率
い
る
英
蘭
同
盟
軍
が
九
万
五
〇
〇
〇
人
、

ブ
リ
ュ
ッ
ヘ
ル
元
帥
の
普
軍
が
一
二
万
四
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
が
、
露
軍
・
墺
軍

は
出
撃
が
遅
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
（
今
日
で
は
ベ
ル
ギ
ー
）
に
お
け
る
シ
ャ
ル
ル
ロ

ワCharleroi
 
        
の
戦
い
（
六
月
一
五
日
）、
リ
ニLigny

 
    
の
戦
い
（
六
月
一
六
日
）

で
は
普
軍
を
敗
走
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
仏
軍
も
多
く
の
死
傷
者
を
出
し

た
。
そ
し
て
一
八
日
の
正
午
前
に
開
始
さ
れ
た
ワ
ー
テ
ル
ロ
ーW

aterloo

 
       
の
戦

岡
　
﨑
　
賢
　
治

一
六
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い
は
、
仏
軍
七
万
四
〇
〇
〇
人
に
対
し
て
英
蘭
同
盟
軍
は
六
万
七
〇
〇
〇
人
と
フ

ラ
ン
ス
に
有
利
で
あ
っ
た
が
、
夕
刻
に
普
軍
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
形
勢
が
逆
転

し
、
敗
走
し
た
仏
軍
は
死
傷
者
三
万
人
、
捕
虜
七
五
〇
〇
人
を
数
え
る
惨
憺
た
る

結
果
と
な
っ
た
。
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ーVictor

H
ugo

 
       
   
が
著
し
た
大
河
小
説

『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』Les

M
isérables

 
    
         
の
前
半
部
分
は
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦

い
の
惨
さ
を
見
事
に
描
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
敗
北
か
ら
三
日
後
の
二
一
日
、
衆
議
院
で
は
声
高
に

皇
帝
退
位
が
叫
ば
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
擁
護
す
る
声
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
近
か
っ

た
。
翌
二
二
日
、
皇
帝
の
座
か
ら
退
い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
二
五
日
に
マ
ル
メ
ゾ

ン
城
へ
と
移
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
「
百
日
天
下
」
は
、
あ

え
な
く
崩
壊
し
た
。
そ
し
て
、
皇
帝
退
位
に
暗
躍
し
た
元
警
察
大
臣
フ
ー
シ
ェ
を

首
班
と
す
る
臨
時
政
府
が
成
立
し
、
七
月
三
日
に
は
同
盟
国
と
の
間
で
休
戦
協
定

が
結
ば
れ
て
事
実
上
の
降
伏
を
し
た
。
そ
の
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
普
軍
の
追
撃
か

ら
逃
れ
る
た
め
に
ビ
ス
ケ
ー
湾
岸
に
あ
る
ロ
シ
ュ
フ
ォ
ー
ル
沖
の
小
島
へ
と
急
い

だ
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
脱
出
計
画
は
イ
ギ
リ
ス
巡
洋
艦
ベ
レ
ロ
フ
ォ
ン
号

に
よ
る
海
上
封
鎖
で
断
念
し
、
七
月
一
七
日
に
は
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
に
そ
の
身
柄
を

預
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
英
国
の
プ
リ
マ
ス
軍
港
を
経
て
、
八
月

七
日
に
は
ノ
ー
サ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
号
に
乗
せ
ら
れ
て
大
西
洋
の
彼
方
へ
と
向
か
っ

た
。
一
〇
月
一
五
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
乗
せ
た
軍
艦
は
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
島
の
沖

合
に
到
着
し
、
翌
日
か
ら
は
島
で
の
幽
閉
生
活
が
始
ま
っ
た
。
彼
に
は
側
近
の

グ
ー
ル
ゴ
ーG
ourgaud

 
       
、
モ
ン
ト
ラ
ンM

ontholon

 
        
、
ラ
ス
・
カ
ー
ズ
ら
が
随

伴
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
口
述
筆
記
を
行
い
、
伝
記
を
編
纂
し
た
。
や
が
て
孤
独
で

単
調
な
暮
ら
し
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
心
身
を
蝕
み
、
一
八
一
八
年
頃
か
ら
は
頭
痛
と

リ
ウ
マ
チ
、
肝
機
能
障
害
に
悩
み
、
鬱
的
症
状
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
一
八
二
一

年
五
月
五
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
つ
い
に
不
帰
の
人
と
な
り
、
亡
骸
は
島
に
埋
葬
さ

れ
た
（
享
年
五
一
歳
）。
医
師
ア
ン
ト
ム
マ
ル
チ
が
遺
体
を
解
剖
し
、
死
因
は
胃
癌

と
診
断
さ
れ
た
。
一
八
四
〇
年
一
二
月
五
日
、
彼
の
遺
骸
の
入
っ
た
柩
は
「
わ
れ

死
な
ば
骨
を
セ
ー
ヌ
の
ほ
と
り
に
埋
め
よ
、
わ
が
か
く
も
愛
せ
し
フ
ラ
ン
ス
人
民

に
囲
ま
れ
て
憩
わ
ん
こ
と
を
こ
そ
」
と
い
う
遺
言
に
基
づ
い
て
、
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ッ

ド
の
大
ド
ー
ム
下
に
安
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
傍
ら
に
は
最
初
の
妻
ジ
ョ
ゼ

フ
ィ
ー
ヌ
が
静
か
に
眠
っ
て
い
る 
。

四
　
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
統
治
と
国
民
意
識

　
さ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
総
裁
政
府
、
統
領

政
府
、
第
一
帝
政
と
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
政
治
形
態
の
中
を
駆
け
抜
け
て
き
た

が
、
彼
の
統
治
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
か
。
ア
ル
ベ
ー
ル
・
マ
チ
エ

Albert

      
　M

athiez

 
      
（
一
八
七
四
～
一
九
三
二
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
「
革

命
独
裁
」
を
行
っ
た
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
を
私
的
所
有
に
制
限

を
加
え
た
「
社
会
主
義
の
先
駆
者
」
の
一
人
と
見
な
し
て
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル

フ
ェ
ー
ヴ
ルG

eorges

 
      
　Lefebvre

        
（
一
八
七
四
～
一
九
五
九
）
や
ア
ル
ベ
ー
ル
・

ソ
ブ
ー
ルAlbert

 
     
　Soboul

      
（
一
九
一
四
～
八
二
）か
ら
厳
し
い
批
判
を
浴
び
た
。

し
か
し
、
そ
の
ア
ル
ベ
ー
ル
・
ソ
ブ
ー
ル
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
「
革
命
の
子
」、
真

の
啓
蒙
主
義
知
性
の
人
、
啓
蒙
専
制
君
主
で
あ
り
、
彼
の
独
裁
は
「
軍
事
独
裁
」

で
は
な
く
「
個
人
独
裁
」
だ
と
高
い
評
価
を
下
す
の
に
対
し
て
素
直
に
は
首
肯
で

き
な
い
。
何
故
な
ら
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
が
革
命
の
軸
足
を
都
市
民
衆
や
貧
農
で

は
な
く
、
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
層
に
置
い
た
よ
う
に
、「
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
の
反
動
」

後
に
頭
角
を
現
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、「
ブ
ル
メ
ー
ル
一
八
日
の
ク
ー
デ
タ
ー
」
と

い
う
軍
事
行
動
に
よ
っ
て
政
権
を
奪
い
取
り
、
産
業
革
命
の
準
備
を
す
る
ブ
ル

ジ
ョ
ワ
層
の
経
済
力
を
背
景
に
し
つ
つ
、
巧
み
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ムpopulism

 
       

で

国
民
大
衆
の
心
を
捉
え
た
人
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
「
フ
ラ

ン
ス
民
法
典
」（
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
）
や
帝
国
憲
法
附
加
法
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
以
後
の
流
れ
に
沿
っ
て
自
由
・
平
等
を
前
進
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
意
味
に
限
れ

註
⑮

一
七

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
国
民
意
識
の
覚
醒
に
つ
い
て
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ば
革
命
の
「
相
続
人
」
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
彼
は
、
革
命
が
樹
立
し
た

市
民
的
民
主
主
義
と
い
う
政
治
原
理
を
無
視
し
て
「
軍
事
独
裁
」
を
敷
き
、
共
和

制
を
廃
し
て
皇
帝
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
自
由
主
義
者
の
ス
タ
ー
ル
夫
人Anne

Louise
G
erm
aine

de
Staël

 
            
   
             
（
一
七

六
六
～
一
八
一
七
）
の
表
現
に
倣
っ
て
言
え
ば
革
命
に
対
す
る
「
親
殺
し
」
と
い

う
側
面
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
責
任
を
ナ
ポ
レ
オ
ン
個
人
に
の
み
負
わ
せ
る
の
は
酷
で
あ
る
。

何
故
な
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
皇
帝
に
ま
で
担
ぎ
上
げ
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
フ
ラ
ン

ス
「
国
民
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
事
独

裁
を
容
認
す
る
こ
と
で
左
右
両
翼
か
ら
の
脅
威
を
免
れ
、
革
命
戦
争
の
拡
大
に

よ
っ
て
広
大
な
市
場
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
大
陸
制
度
と
呼
ば
れ

る
強
力
な
保
護
政
策
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
商
品
の
脅
威
か
ら
守
ら
れ
、
そ
の
間
に

フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
の
基
礎
を
築
く
こ
と
に
成
功
し
た
。
一
方
、
当
時
の
農
村
人

口
は
国
家
全
体
の
約
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
と
言
わ
れ
る
が
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
が
政
権
を
掌
握
し
て
い
る
間
に
農
民
の
生
活
は
確
実
に
向
上
し
て
い
る
。

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
学
位
論
文
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
下
の
ノ
ー
ル
県
農

民
』（
一
九
二
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
最
北
部
の
ノ
ー
ル
県
で
は
、
国
土

の
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
教
会
・
修
道
院
が
消
滅
し
、
一
七
八
九
年

に
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
貴
族
の
持
分
が
一
八
〇
二
年
に
は
一
二
パ
ー

セ
ン
ト
に
減
少
し
た
の
に
対
し
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
は
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
八

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
へ
、
農
民
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
へ

と
増
大
し
て
お
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
下
層
農
民
の
双
方
に
こ
れ
以
上
の
変
革
を
望

ま
な
い
「
現
状
肯
定
」
の
保
守
的
ム
ー
ド
が
広
が
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦

争
経
済
が
破
綻
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
や
都
市
民
衆
、
農
民
た
ち
が
見
限
っ
た
段
階
で

ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
は
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
彼
が
作
り
上
げ
た
軍
事
独
裁
体
制
は
、
中
央
集
権
的
な
官
僚
行
政

機
構
に
支
え
ら
れ
て
い
た
点
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
池
立
氏
に
よ
れ

ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
政
権
を
奪
取
す
る
と
ま
も
な
く
内
務
省
、
警
察
省
、
外
務
省
、

大
蔵
省
、
戦
争
省
、
海
軍
植
民
地
省
な
ど
を
創
設
し
、
そ
の
後
も
国
税
省
、
戦
争

行
政
省
、
宗
教
省
、
工
業
商
業
省
な
ど
を
増
設
し
て
行
政
機
構
の
拡
充
に
努
め
て

い
る
。
そ
し
て
各
省
は
部
局
・
課
に
分
か
れ
、
局
長
・
課
長
・
下
級
職
員
な
ど
の

職
階
制
度
が
設
け
ら
れ
て
、
職
務
の
責
任
の
所
在
、
命
令
と
服
従
の
体
系
が
明
確

に
さ
れ
た
。
ま
た
、
官
吏
は
地
方
行
政
を
担
う
県
知
事
や
県
庁
職
員
、
裁
判
所
や

土
木
建
設
庁
、
会
計
検
査
院
な
ど
の
判
事
・
技
師
・
職
員
を
含
め
て
約
二
万
五
〇

〇
〇
人
が
い
た
が
、
い
ず
れ
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
選
任
し
、
高
額
の
俸
給
・
賞
与
が

支
給
さ
れ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
地
方
制
度
改
革
に
も
着
手
し
、
彼
に
よ
っ
て
選
任

さ
れ
た
県
知
事
は
、
世
論
監
視
や
徴
兵
、
道
路
管
理
な
ど
を
主
た
る
任
務
と
し
、

ま
さ
に
国
家
元
首
の
代
理
人
と
し
て
地
方
に
君
臨
し
た
。
ま
た
知
事
が
市
長
を
兼

ね
る
首
都
パ
リ
を
除
い
て
、
人
口
五
〇
〇
〇
人
以
上
の
都
市
に
は
、
同
じ
く
ナ
ポ

レ
オ
ン
が
任
免
権
を
持
つ
市
長
と
助
役
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
官
吏

の
多
く
は
革
命
期
の
国
有
地
取
得
者
や
旧
貴
族
出
身
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お

り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
近
代
的
官
僚
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
フ
ラ
ン

ス
を
「
名
望
家
中
心
の
社
会
」
に
戻
し
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
統
治
と
国
民
意
識
の
関
係
に
つ
い
て
。
フ
ラ
ン
ス
は
革

命
を
通
し
て
国
民
的
統
合
を
実
現
し
た
が
、
同
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
に
「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」（
国
民
主
義
・
民
族
主
義
）nationalism

 
          

に
目
覚
め
た
国
家
で

も
あ
る
。
そ
の
当
時
、
革
命
の
推
進
者
や
支
持
者
の
間
に
広
が
っ
た
「
革
命
万
歳
」

と
い
う
合
い
言
葉
は
、
自
由
と
平
等
を
実
現
す
る
祖
国
フ
ラ
ン
ス
と
自
己
を
同
一

視
す
る
魂
の
叫
び
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
革
命
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
で
も
呼

ぶ
べ
き
感
情
は
対
仏
大
同
盟
軍
と
の
戦
い
が
続
く
中
で
大
き
く
変
化
す
る
。
そ
れ

は
、
革
命
を
防
衛
す
る
名
目
で
始
め
た
戦
争
（
革
命
戦
争
）
が
次
第
に
侵
略
戦
争

へ
と
性
格
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
な
か
に
あ
っ
た
革
命
的
理

岡
　
﨑
　
賢
　
治
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想
主
義
が
大
き
く
後
退
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

変
質
を
巧
み
に
利
用
し
た
の
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
間
に
は

国
家
存
亡
の
危
機
を
煽
る
軍
事
独
裁
政
権
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
の
目
が
失
わ

れ
、
次
第
に
自
由
・
平
等
を
追
求
す
る
革
命
精
神
が
希
薄
に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
情
報
操
作
を
駆
使
し
て
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
政
治
を
展
開

し
、
戦
勝
の
栄
光
を
語
る
こ
と
で
国
民
の
誇
り
を
か
き
た
て
、
大
国
意
識
を
抱
か

せ
た
。
彼
が
世
論
操
作
に
絶
対
的
自
信
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
共
和
暦
第
八
年

憲
法
や
終
身
第
一
統
領
制
、
世
襲
皇
帝
制
を
国
民
投
票
で
決
め
た
こ
と
で
明
ら
か

で
あ
る
。
国
民
投
票
で
圧
倒
的
支
持
を
得
た
最
大
の
理
由
は
、
戦
勝
に
よ
っ
て
歪

め
ら
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
異
様
な
ま
で
の
高
揚
感
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
い
う
シ

ン
ボ
ル
に
結
晶
し
て
い
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
フ

ラ
ン
ス
革
命
の
正
統
な
後
継
者
で
あ
る
と
同
時
に
軍
事
的
独
裁
者
で
あ
る
と
い
う

矛
盾
は
、
祖
国
と
国
民
の
栄
光
と
い
う
形
で
高
め
ら
れ
、
歪
め
ら
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
軍
事
独
裁
の
矛
盾
を
隠
す
の
に
役
立
っ
た
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
フ
ラ
ン
ス
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
い
て
は
征
服
者
ナ

ポ
レ
オ
ン
に
対
す
る
抵
抗
を
引
き
起
こ
す
主
な
要
因
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、

「
革
命
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
に
広
が
る
「
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー

サ
リ
ズ
ム
」（
普
遍
主
義
）universalism

 
           

と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
普
遍
主
義
こ
そ
が
本
来
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
大
義
名
分
だ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
由
と
平
等
に
基
づ
く
旧
体
制
か
ら
の
「
解
放
」
と
、

国
民
と
し
て
の
「
自
立
」
と
い
う
考
え
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
広
が
る
と
、
占
領

軍
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
軍
の
実
態
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
大
義
名
分
か
ら
大
き
く

逸
脱
し
て
い
る
こ
と
を
露
呈
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
従
属
国

や
対
仏
同
盟
国
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
覚
醒
し
た
人
々
が
現
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
民
衆
の
武
装
蜂
起
か
ら
半
島
戦
争
に
発
展
し
た
ス
ペ
イ

ン
で
あ
り
、「
疾
風
怒
濤
」Sturm

und
D
rang

 
    
      
    
を
経
て
民
族
性
と
国
民
意
識
に

目
覚
め
つ
つ
あ
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
で
あ
っ
た
。
一
八
一
三
年
、
イ
ギ
リ
ス
軍
と
皇

帝
・
国
王
の
軍
隊
と
で
構
成
さ
れ
て
い
た
対
仏
大
同
盟
軍
に
諸
国
民
が
参
加
し
て

所
謂
「
解
放
戦
争
」
が
勃
発
し
、
つ
い
に
は
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
国
」
と
い
う
軍
事

大
国
を
倒
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
が
築
き
上
げ
た
軍
事
独

裁
政
権
や
中
央
集
権
的
な
官
僚
制
行
政
機
構
は
世
界
各
国
の
モ
デ
ル
と
な
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
拡
散
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ロ
マ
ン
主
義
的
風
潮
と
結
び
つ
き

な
が
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
と
い
う
保
守
・
反
動
の
時
代
を
突
き
崩
し
て
新
し
い
世

界
を
築
く
原
動
力
と
な
っ
た 
。
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A Study on the Napoleonic Wars and Awakening of National Consciousness.

Kenji Okazaki
 
 Is Napoleon Bonaparte “a child of the revolution” that inherited and developed the spirit of 
the French Revolution or he “a parent murderer” as Mrs. Stal(Anne Louise Germaine de Stäl) 
mentioned ? 
 And why did revolutionary nationalism change and cause the Liberation 
War(Befreiungskriege)?
 The summary of the conclusion is as follows :
 Napoleon is not only an heir to the French Revolution, but also a military dictator who 
ignored democracy.　However, it was French citizens who pushed him to the emperor.
 And  it was the centralized administrative bureaucracy  organization that supported the 
military dictatorship system, both of which became models of other countries.
 To put it another way, the revolutionary nationalism that was born in the French Revolution 
changed with the prolongation of the revolutionary war. Napoleon skillfully utilized that change.
 Furthermore, the contradiction that he is a successor to the revolution and also a military 
dictator is concealed by distorted nationalism.
 When the spirit of the French Revolution spread throughout Europe, people awoke to 
revolutionary nationalism, and eventually the Liberation War beat the Napoleonic Empire.
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